
87

『
春
秋
稽
古
』
讀
書
札
記
Ⅰ

秦
誓
篇

野
間

文
史

平
賀
中
南
は
江
戶
時
代
中
期
の
經
學
者
で
あ
る
。
中
南
に
よ
れ
ば
、
先
聖
・

先
王
の
「
道
」
は
六
經
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
六
經
を
正
し
く
讀
み
解
く
こ
と

に
よ
り
、
聖
世
は
後
世
の
唐
土
の
み
な
ら
ず
我
が
國
に
於
い
て
も
實
現
可
能
だ

と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、
中
南
は
六
經
の
す
べ
て
に
わ
た
っ

て
注
釋
書
を
著
作
し
て
い
る
。
し
か
し
遺
憾
な
が
ら
、
そ
の
多
く
は
佚
し
て
傳

わ
ら
な
い
。
た
だ
『
春
秋
稽
古
』
が
全
八
十
一
卷
と
い
う
大
部
な
書
物
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寫
本
と
し
て
完
存
し
て
い
る
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

さ
て
筆
者
は
こ
れ
ま
で
『
春
秋
稽
古
』
に
關
す
る
拙
論
を
數
篇
發
表
す
る
機

會
を
得
た
〔
①
〕
。
そ
の
結
果
、
今
や
忘
れ
ら
れ
た
經
學
者
と
な
っ
た
平
賀
中
南

の
經
學
思
想
・
春
秋
觀
の
大
枠
を
明
ら
か
に
し
得
た
つ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
『
春

秋
稽
古
』
が
『
春
秋
』
と
『
左
氏
傳
』
と
の
注
釋
（
と
そ
の
解
說
「
折
衷
」
）
と

い
う
形
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
個
別
具
體
的
な
問
題
に
立
ち
入
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
特
徵
的
な
解
釋
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
今
い
ち
ど
中
南
の
六
經
觀
を
槪
論
し
て
お
こ
う
。
中
南
曰

わ
く
、
六
經
は
先
王
の
「
道
」
が
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
堯
舜
以
來
、
夏

殷
周
三
代
の
王
室
（
の
史
官
）
に
よ
っ
て
受
け
繼
が
れ
て
き
た
。
そ
し
て
最
後

の
周
室
の
文
化
は
、
周
公
を
經
由
し
て
伯
禽
を
開
祖
と
す
る
魯
國
の
公
室
に
も

傳
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
春
秋
末
年
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
孔
子
を
通
じ

て
、
代
々
孔
家
に
よ
っ
て
も
傳
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
孔
子

の
弟
子
に
魯
の
史
官
左
丘
明
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
戰
國
時
代
を
經
る

、
、

う
ち
に
、
魯
國
所
藏
の
六
經
は
魯
國
と
興
亡
を
共
に
し
た
が
、
孔
家
が
代
々
こ

れ
を
傳
承
し
て
い
た
た
め
、
後
世
に
殘
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
六
經
、

特
に
『
詩
』
・
『
書
』
に
は
魯
國
編
輯
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

以
上
が
中
南
の
基
本
的
な
六
經
觀
で
あ
り
、
本
稿
の
出
發
點
で
も
あ
る
。
念

の
た
め
に
申
し
添
え
る
の
で
あ
る
が
、
中
南
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
六
經
を
刪
定

し
て
は
い
な
い
し
、
ま
し
て
や
『
春
秋
』
を
著
作
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
點
か
ら
す
る
と
、
傳
統
的
經
學
者
の
中
で
も
、
異
色
な
存
在
だ
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
近
代
の
經
書
・
經
學
研
究
で
は
、
六
經
の
多
く
は
早
く
と
も
西
周

時
代
、
降
っ
て
は
戰
國
・
秦
漢
時
代
に
ま
で
及
ぶ
幅
廣
い
時
代
に
わ
た
っ
て
著

作
さ
れ
た
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
南
の
六
經
觀
は
近

代
の
研
究
の
そ
れ
と
は
、
前
提
そ
の
も
の
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戰
國
の
諸
子
文
獻
、
ま
た
漢
代
以
降
の
注
釋
書
に

も
依
據
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
六
經
（
中
南
は
こ
れ
を
「
古
文
」
と
も
言
う
）

に
肉
迫
す
る
中
南
の
「
讀
書
眼
」
が
明
ら
か
に
し
た
結
果
は
、
現
今
の
我
々
の

研
究
に
對
し
、
少
な
か
ら
ず
反
省
を
促
す
點
が
あ
る
か
と
愚
考
す
る
。
た
と
え

ば
、
ひ
と
た
び
「
詩
序
」
・｢

書
序
」
を
離
れ
る
と
き
、
近
代
の
研
究
と
雖
も
、

『
詩
』
・
『
書
』
の
解
釋
が
極
め
て
多
種
多
樣
な
相
貌
を
呈
し
て
い
る
こ
と
等

を
念
頭
に
置
い
て
の
私
見
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
後
は
中
南
の
特
徵
的
な
解
釋
を
紹
介
す
る
豫
定
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
先
ず
中
南
の
『
尚
書
』
秦
誓
觀
か
ら
始
め
た
い
。

一

中
南
の
秦
誓
觀

『
尚
書
』
秦
誓
篇
の
性
格
に
つ
い
て
の
中
南
の
見
解
は
、
先
ず
『
春
秋
』
成

公
六
年
「
二
月
辛
巳
、
立
武
宮
」
の
「
經
注
」
・
「
折
衷
」
に
見
え
る
。
な
お
、

以
下
で
引
用
す
る
『
春
秋
』
・
『
左
氏
傳
』
は
岩
波
文
庫
小
倉
芳
彦
氏
、
杜
預

『
集
解
』
・
『
公
羊
傳
』
・
『
穀
梁
傳
』
は
岩
本
憲
司
氏
、
『
史
記
』
は
小
竹
文
夫

・
武
夫
氏
の
譯
等
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
。

成
公
六
年
經
「
二
月
辛
巳
、
立
武
宮
」
。

杜
：
魯
人
自
鞌
之
功
至
今
無
患
、
故
築
武
軍
、
又
作
先
君
武
公
宮
以
告
成
事
、

欲
以
示
後
世
。

魯
人
は
、
鞌
の
戰
功
〔
二
年
〕
以
來
、
今
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
患
禍
が
な

か
っ
た
か
ら
、
武
軍
を
築
き
、
ま
た
、
先
君
武
公
の
宮
を
作
っ
て
、
戰
勝

、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
報
告
し
、
後
世
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。〔
岩
本
譯

圏
點
は
マ
マ
〕

右
の
經
文
に
對
す
る
『
春
秋
稽
古
』
の
「
經
注
」
は
、

【
稽
古
】03-19a

傳
曰
、
季
文
子
以
鞌
之
功
、
立
武
宮
、
非
禮
也
。
○
立
武
軍
之
宮
、
以
章
其
功
。

で
あ
り
、
『
左
傳
』
の
一
文
を
引
用
し
た
う
え
で
、
「
武
軍
の
宮
を
立
て
て
、

以
て
其
の
功
を
章
か
に
す
」
と
短
く
注
釋
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
對
應
す
る
「
折

衷
」
は
以
下
の
通
り
、
か
な
り
の
長
文
で
あ
り
、
し
か
も
注
目
す
べ
き
見
解
を

開
陳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
稽
古
】38-19b/20a

折
衷
曰
、
武
宮
武
軍
之
宮
、
折
衷
に
曰
は
く
、
「
武
宮
」
は
武
軍
の
宮
に
し
て
、

而
非
武
公
之
宮
。
傳
曰
聽

武
公
の
宮
に
非
ず
。
傳
に
「
人
に
聽
き
て
以
て
其

於
人
以
救
其
難
、
不
可
以

の
難
を
救
ふ
は
、
以
て
武
宮
を
立
つ
べ
か
ら
ず
。

立
武
宮
。
立
武
由
己
、
非

武
を
立
つ
る
は
己
れ
に
由
り
て
、
人
に
由
る
に
非

由
人
也
、
豈
謂
武
公
之
宮

ざ
る
な
り
」
と
曰
へ
ば
、
豈
に
武
公
の
宮
を
謂
ふ

者
乎
。

者
な
ら
ん
や
。

公
羊
以
爲
武
公
宮
、
杜
云

《
公
羊
》
は
以
て
「
武
公
の
宮
」
と
爲
し
、
杜
は

魯
人
自
鞌
之
功
至
今
無

「
魯
人
は
鞌
の
功
よ
り
今
に
至
る
ま
で
患
無
し
。

患
。
故
築
武
軍
、
又
作
先

故
に
武
軍
を
築
き
、
又
た
先
君
武
公
の
宮
を
作
り

君
武
公
宮
以
告
成
事
、
欲

て
以
て
成
事
を
告
げ
、
後
世
に
示
さ
ん
と
欲
す
」

示
後
世
。
經
文
立
武
宮
、

と
云
ふ
。
經
文
の
「
立
武
宮
」
を
ば
、
《
公
羊
》

以
公
羊
則
傳
爲
武
軍
、
非

を
以
て
す
れ
ば
則
ち
傳
の
「
武
軍
」
と
爲
す
は
、

矣
。
以
傳
則
公
羊
爲
武
廟
、
非
な
り
。
傳
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
《
公
羊
》
の
「
武
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非
矣
。
杜
欲
通
二
者
、
爲

廟
」
と
爲
す
は
、
非
な
り
。
杜
の

二
者
を
通
ぜ
ん

立
廟
築
軍
、
大
誣
經
乖
傳
。
と
欲
し
、
「
廟
を
立
て
軍
を
築
く
」
と
爲
す
は
、

故
劉
炫
專
爲
武
公
宮
以
規

大
い
に
經
を
誣
ひ
傳
に
乖
く
。
故
に
劉
炫
〔
孔
疏

之
。

所
引
〕
は
專
ら
「
武
公
の
宮
」
と
爲
し
て
以
て
之

れ
を
規
す
。

た
だ

迹
杜
不
得
舎
公
羊
、
蓋
有

杜
の

《
公
羊
》
を
舎
て
ざ
る
を
得
ざ
る
を
迹
づ

す

あ
と

故
也
。
世
本
以
武
公
爲
伯

く
る
に
、
蓋
し
故
有
る
な
り
。
（
杜

以
爲
へ
ら
く
）

禽
玄
孫
、
乃
其
廟
毀
久
矣
。
《
世
本
》
は
武
公
を
以
て
伯
禽
の
玄
孫
と
爲
せ
ば
、

而
昭
十
五
年
經
書
有
事
于

乃
ち
其
の
廟
の
毀
た
る
る
こ
と
久
し
。
而
る
に
昭

武
宮
、
則
今
季
文
子
再
起

十
五
年
の
經
に
「
有
事
于
武
宮
」
と
書
す
れ
ば
、

之
、
自
是
而
爲
世
室
也
、

則
ち
今

季
文
子
は
再
び
之
れ
を
起
こ
し
、
是
れ
よ

是
故
爲
立
武
廟
。
諸
儒
無

り
し
て
世
室
と
爲
す
な
り
、
是
の
故
に
「
武
廟
を

議
之
者
、
亦
是
故
也
。

立
つ
」
と
爲
す
、
と
。
諸
儒
に
之
れ
を
議
す
る
者

無
き
は
、
亦
た
是
の
故
な
り
。

殊
不
知
、
武
公
伯
禽
之
子

殊
に
知
ら
ず
、
武
公
は
伯
禽
の
子
に
し
て
玄
孫
に

而
非
玄
孫
也
。
武
公
伐
淮

非
ざ
る
を
。
武
公

淮
夷
を
伐
ち
、
徐
戎
を
征
し
、

夷
、
征
徐
戎
、
以
經
營
魯

以
て
魯
國
を
經
營
す
。
《
書
》
の
〈
費
誓
〉･

〈
秦

國
。
書
之
費
誓･

秦
誓
、

誓
〉
、
《
詩
》
の
〈
泮
水
〉･

〈
閟
宮
〉
は
、
皆
な

詩
之
泮
水･

閟
宮
、
皆
武

武
公
の
事
な
り
、
故
に
謚
し
て
「
武
公
」
と
爲
す
。

公
之
事
、
故
謚
爲
武
公
。

魯
七
廟
、
以
伯
禽
爲
大
祖
、
魯
の
七
廟
は
、
伯
禽
を
以
て
大
祖
と
爲
し
、
武
公

武
公
爲
大
宗
。
故
明
堂
位

を
ば
大
宗
と
爲
す
。
故
に
〈
明
堂
位
〉
に
「
魯
公

云
魯
公
之
廟
、
文
世
室
也
。
の
廟
は
、
文
の
世
室
な
り
。
武
公
の
廟
は
、
武
の

武
公
之
廟
、
武
世
室
也
。

世
室
な
り
」
と
云
ふ
。
此
れ
百
世
不
毀
の
廟
な
る

此
百
世
不
毀
之
廟
、
猶
周

こ
と
、
猶
ほ
周
の
文
・
武
の
二
祧
の
ご
と
き
な
り
。

文
武
二
祧
也
。
自
國
初
之

國
初
の
典
刑
よ
り
、
疑
ふ
べ
き
者
無
か
り
き
。
玄

典
刑
、
無
可
疑
者
矣
。
玄

孫

何
ぞ
此
に
與
る
を
得
ん
や
。
況
ん
や
季
氏
の
不

あ
づ
か

孫
何
得
與
于
此
。
況
季
氏

經
の
制
を
や
。
而
る
に
《
世
本
》
の
妄
誕
を
信
ず

不
經
之
制
乎
。
而
信
世
本

る
は
、
古
を
稽
へ
ざ
る
の
失
な
り
。

妄
誕
、
不
稽
古
之
失
也
。

中
南
が
冒
頭
で
「
武
宮
は
武
軍
の
宮
に
し
て
、
武
公
の
宮
に
非
ず
」
と
言
う

の
は
、
『
公
羊
傳
』
の
「
武
公
宮
」
說
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
杜
預
が
「
武

軍
」
と
「
武
公
宮
」
と
の
兩
樣
に
解
す
る
こ
と
へ
の
反
論
で
も
あ
る
。

ち
な
み
に
後
代
の
竹
添
井
々
『
左
氏
會
箋
』〔
②
〕

も
中
南
と
同
樣
「
武
軍
」

と
解
し
、
そ
の
後
に
竹
添
氏
が
依
據
し
た
安
井
息
軒
『
左
傳
輯
釋
』
を
長
文
に

亙
っ
て
引
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ま
た
近
人
楊
伯
峻
『
春
秋
左
傳
注
』〔
③
〕

も

「
當
爲
表
示
武
功
之
紀
念
建
築
」
と
結
論
づ
け
て
、
杜
預
說
に
異
を
唱
え
て
い

る
。特

に
『
輯
釋
』
は
「
一
武
字
を
ば
、
武
軍
と
武
公
と
に
分
屬
す
。
其
の
意

左
傳
に
從
へ
る
か
、
抑
そ
も
公
羊
傳
に
從
へ
る
か
を
知
ら
ず
」
と
述
べ
て
、

そ
も

杜
預
の
二
股
解
釋
を
批
判
す
る
。
こ
れ
に
對
し
中
南
は
も
う
一
歩
進
め
て
、
杜

預
の
兩
樣
の
解
釋
の
由
っ
て
來
た
る
と
こ
ろ
を
、
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

魯
の
武
公
は
『
世
本
』
に
よ
れ
ば
、
伯
禽
の
玄
孫
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
廟
は

既
に
毀
た
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後
の
昭
公
十
五
年
經
に
「
有
事

于
武
宮
」
と
あ
っ
て
、
昭
公
當
時
に
「
武
宮
」
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
杜

預
は
、
成
公
當
時
に
季
文
子
が
鞌
の
戰
功
を
紀
念
し
、
武
軍
を
築
き
、
あ
ら
た

め
て
先
君
武
公
の
宮
を
作
っ
て
「
世
室
」
と
し
た
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
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そ
し
て
こ
こ
か
ら
が
中
南
獨
自
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
世
本
』
が
武

公
を
伯
禽
の
玄
孫
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
武
公
は
伯
禽
の
子
、
つ
ま
り
周
公
の

孫
〔
子
孫
の
意
に
非
ず
〕
に
當
た
り
、
伯
禽
の
廟
が
「
文
の
世
室
」
、
武
公
の
廟

ま
ごが

「
武
の
世
室
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
周
室
の
文
・
武
の
二
祧
と
同
樣
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
南
は
續
け
る
。
す
な
わ
ち
武
公
は
淮
夷
を
伐
ち
、
徐
戎
を
征
し
て
、

魯
國
を
經
營
し
た
魯
君
で
あ
る
。『
書
』
の
「
費
誓
」･

「
秦
誓
」
の
兩
篇
、『
詩
』

の
「
泮
水
」･

「
閟
宮
」
の
兩
篇
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
武
公
の
功
績
を
記
述
し

た
も
の
で
あ
り
、
「
武
公
」
と
謚
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
開
陳

す
る
の
で
あ
る
。

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
以
上
の
見
解
は
全
く
獨
自
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
が

珍
妙
奇
天
烈
な
說
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
千
古
の
卓
見
で
あ
る
の
か
。
こ
の

問
題
に
つ
き
、
特
に
「
秦
誓
」
篇
に
焦
點
を
當
て
て
檢
討
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

本
稿
の
主
題
で
あ
る
。

上
記
は
も
と
よ
り
中
南
の
單
な
る
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
『
春
秋
稽
古
』
中

に
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
中
南
に
と
っ
て
の
確
論
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以

下
重
複
を
厭
わ
ず
、
こ
れ
ら
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

【
稽
古
】70-04b

禦
侮
曰
、
（
中
略
）
今
之

禦
侮
に
曰
は
く
、
（
中
略
）
今
の
《
書
》
は
魯
の
藏

書
魯
之
所
藏
、
故
附
費
・

す
る
所
、
故
に
〈
費
〉
・
〈
秦
〉
の
二
誓
を
附
す
る

秦
二
誓
、
蓋
周
典
無
之
也
。
に
て
、
蓋
し
周
典
に
は
之
れ
無
か
り
し
な
ら
ん
。

秦
魯
之
下
邑
、
見
于
春
秋

秦
は
魯
の
下
邑
に
し
て
、
《
春
秋
》
に
見
ゆ
る
こ

猶
費
誓
也
。
擧
謂
秦
穆
之

と
猶
ほ
〈
費
誓
〉
の
ご
と
き
な
り
。
擧
り
て
秦
穆

こ
ぞ

誓
、
可
笑
之
甚
也
。

の
誓
と
謂
ふ
は
、
笑
ふ
べ
き
の
甚
し
き
も
の
な
り
。

【
稽
古
】78-42b

僖
公
三
十
三
年
、
晉
人
及
姜
戎
敗
秦
師
于
殽
。

斥
妄
曰
、
安
國
引
書
秦
誓

斥
妄
に
曰
は
く
、
（
胡
）
安
國

《
書
》
の
〈
秦
誓

序
、
爲
孔
子
言
、
殊
不
知

序
〉
を
引
き
て
、
孔
子
の
言
と
爲
す
は
、
殊
に
「
秦
」

秦
者
魯
地
、
秦
誓
者
費
誓

と
は
魯
の
地
、
〈
秦
誓
〉
と
は
〈
費
誓
〉
の
類
、

之
類
、
魯
武
公
征
伐
、
誓

魯
の
武
公
の

征
伐
せ
ん
と
し
、
軍
に
誓
ふ
の
辭
た

于
軍
之
辭
也
。
儒
者
不
知
、
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
儒
者
は
知
ら
ず
し
て
、
「
秦

謂
秦
穆
悔
過
自
誓
之
言
。

穆
の

過
を
悔
い
て
自
ら
誓
ふ
の
言
」
と
謂
ふ
。

凡
書
所
載
之
誓
、
皆
臨
軍

凡
そ
《
書
》
の
載
す
る
所
の
「
誓
」
は
、
皆
な
軍

誓
于
衆
之
辭
、
不
然
而
稱

に
臨
み
て
衆
に
誓
ふ
の
辭
、
然
ら
ず
し
て
「
誓
」

誓
者
、
無
是
者
矣
。
且
列

と
稱
す
る
者
は
、
是
れ
無
き
者
な
り
。
且
つ
列
國

國
如
晉
・
衞
・
齊
・
宋
、

の
晉
・
衞
・
齊
・
宋
の
如
き
、
豈
に
誓
辭
無
か
ら

豈
無
誓
辭
乎
。
不
之
收
、

ん
や
。
之
れ
を
ば
收
め
ず
し
て
、
獨
り
鄙
陋
の
秦

而
獨
取
鄙
陋
之
秦
、
其
然
、
を
取
る
と
は
、
其
れ
然
り
、
豈
に
其
れ
然
ら
ん
や
。

豈
其
然
乎
。
甚
者
云
秦
繼

甚
し
き
者
は
「
秦

周
を
繼
ぐ
、
故
に
之
れ
を
《
書
》

周
、
故
繫
之
書
末
。
愚
儒

の
末
に
繫
く
」
と
云
ふ
。
愚
儒
の
言
、
是
の
如
き

か
く

之
言
、
至
有
如
是
者
矣
。

者
有
る
に
至
れ
り
。
〈
書
序
〉
は
漢
初
に
之
れ
有

書
序
漢
初
有
之
、
司
馬
遷

る
も
、
司
馬
遷
は
以
て
僞
書
と
爲
し
、
遷
の
時
に

以
爲
僞
書
、
遷
之
時
已
亡

已
に
亡
び
た
り
。
今
の
〈
序
〉
は
東
晉
の
梅
賾
に

焉
。
今
序
出
于
東
晉
梅
賾
、
出
づ
れ
ば
、
豈
に
遽
か
に
孔
子
の
言
た
る
を
信
ず

豈
容
遽
信
孔
子
之
言
乎
。

べ
け
ん
や
。
胡
（
安
國
）
の
陋

以
て
見
る
べ
き
な

胡
之
陋
可
以
見
也
。

り
。
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こ
れ
ら
の
例
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
秦
誓
」
篇
の
「
秦
」
と
は
地
名
で

あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
魯
の
地
名
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
代
未
聞

の
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
「
誓
」
と
は
、
君
主
が
出
陣
に
際
し
て
眾
に
誓
う
言

辭
で
あ
る
と
い
う
。

【
稽
古
】78-47a

文
公
四
年
、
晉
侯
抜
秦
。

斥
妄
曰
、
三
氏
之
例
、
書

斥
妄
に
曰
は
く
、
三
氏
の
例
に
て
は
、
爵
を
書
す

爵
爲
無
罪
、
不
書
爵
爲
罪
。
る
を
ば
無
罪
と
爲
し
、
爵
を
書
せ
ざ
る
を
ば
罪
と

今
晉
書
爵
、
是
無
罪
也
。

爲
す
。
今

晉
に
爵
を
書
す
る
は
、
是
れ
無
罪
な
り
。

胡
與
常
說
相
反
、
於
大
窮
、
胡
は
常
說
と
相
反
し
、
大
い
に
窮
す
る
に
於
い
て
、

牽
強
遷
就
爲
遁
辭
。
大
意

牽
強
遷
就
し
て
遁
辭
を
爲
す
。
大
意
は
謂
ふ
、
「
晉

謂
、
晉
罪
固
多
且
大
、
故

の
罪
は
固
よ
り
多
く
且
つ
大
な
り
、
故
に
今
は
罪

も
と

今
不
足
罪
也
。
秦
穆
今
見

す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
秦
穆
は
今

伐
た
る
る
も

伐
而
不
報
、
是
善
改
過
也
。
報
い
ざ
る
は
、
是
れ
善
く
過
を
改
む
る
な
り
。
深

所
以
深
善
秦
伯
也
。
夫
深

く
秦
伯
を
善
み
す
る
所
以
な
り
」
と
。
夫
れ
深
く

善
秦
伯
、
則
當
愈
益
曝
晉

秦
伯
を
善
み
す
れ
ば
、
則
ち
當
に
愈
い
よ
益
ま
す

ま
さ

罪
而
譏
之
也
。
而
云
不
譏

晉
の
罪
を
曝
し
て
之
れ
を
譏
る
べ
き
な
り
。
而
る

晉
、
所
以
善
秦
。
天
地
間
、
に
「
晉
を
譏
ら
ざ
る
は
、
秦
を
善
み
す
る
所
以
」

未
見
有
是
理
也
。
其
所
以

と
云
ふ
。
天
地
の
間
、
未
だ
是
の
理
有
る
を
見
ざ

善
秦
、
云
悔
過
能
改
、
而

る
な
り
。
其
の

秦
を
善
み
す
る
所
以
は
、
「
過
を

不
報
晉
。
春
秋
大
之
、
故

悔
い
て
能
く
改
め
、
而
し
て
晉
に
報
い
ず
。
《
春

仲
尼
定
書
、
列
秦
誓
、
以

秋
》
は
之
れ
を
大
と
す
、
故
に
仲
尼

《
書
》
を
定

見
悔
過
能
改
、
而
不
責
人
、
む
る
に
、
〈
秦
誓
〉
を
列
し
て
、
以
て
過
を
悔
い

雖
聖
賢
誥
命
、
不
越
此
矣
。
て
能
く
改
め
、
而
し
て
人
を
責
め
ず
、
聖
賢
の
誥

命
と
雖
も
、
此
れ
を
越
え
ざ
る
を
見
す
」
と
云
ふ
。

し
め

不
知
秦
誓
是
魯
誓
也
。
爲

〈
秦
誓
〉
は
是
れ
魯
の
誓
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

秦
穆
之
誓
者
、
漢
儒
及
僞

秦
穆
の
誓
と
爲
す
は
、
漢
儒
及
び
僞
〈
序
〉
の
說

序
之
說
也
。
且
其
爲
悔
過

な
り
。
且
つ
其
の
「
悔
過
」
と
爲
す
は
、
「
欲
襲

者
、
欲
襲
取
鄭
一
事
爾
、

取
鄭
」
の
一
事
の
み
、
豈
に
晉
事
に
關
は
ら
ん
や
。

豈
關
晉
事
乎
。
仲
尼
序
書
、
仲
尼

《
書
》
に
序
す
る
と
は
、
既
に
是
れ
妄
な
る

既
是
妄
、
況
私
列
秦
誓
、

に
、
況
ん
や
私
に
〈
秦
誓
〉
を
列
す
る
と
は
、
曾

曾
無
之
事
也
。
其
考
古
之

て
無
き
の
事
な
り
。
其
の
古
を
考
ふ
る
こ
と
の
疏

疏
漏
、
學
之
膚
淺
、
無
見

漏
な
る
、
學
の
膚
淺
な
る
、
見
識
無
き
こ
と
是
の

か
く

識
如
是
。
其
說
春
秋
也
、

如
し
。
其
の

《
春
秋
》
を
說
く
や
、《
公
》
・
《
穀
》

公
穀
之
奴
隷
、
而
加
殘
刻
、
の
奴
隷
に
し
て
、
殘
刻
を
加
ふ
れ
ば
、
何
ぞ
聖
人

何
得
聖
人
之
旨

の
旨
を
得
ん
や
。

中
南
は
総
體
的
に
漢
儒
の
說
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
特
に
「
詩
序
」
・｢

書

序
」
に
は
信
を
置
か
な
い
。
『
公
羊
傳
』
・
『
穀
梁
傳
』
・
『
胡
氏
傳
』
批
判
は
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

【
稽
古
】78-59b

文
公
十
二
年
、
秦
伯
使
術
來
聘
。
〔
公
羊
術
作
遂
。
〕

斥
妄
曰
、
秦
今
進
、
與
楚

斥
妄
に
曰
は
く
、
秦

今

進
む
は
、
楚
と
之
れ
を

同
之
。
公
羊
以
賢
穆
公
而

同
じ
く
す
。
《
公
羊
》
の

穆
公
を
賢
と
し
て
之
れ

進
之
、
又
引
秦
誓
之
辭
、

を
進
む
と
以
ひ
、
又
た
〈
秦
誓
〉
の
辭
を
引
く
は
、

お
も

殊
不
知
秦
誓
魯
、
而
非
秦

殊
に
〈
秦
誓
〉
は
魯
に
し
て
、
秦
に
非
ざ
る
を
知

也
。
假
令
爲
秦
、
非
爲
悔

ら
ざ
る
な
り
。
假
令
ひ
秦
爲
る
も
、
殽
の
役
を
悔

た

と

『春秋稽古』讀書札記Ⅰ 秦誓篇（野間）
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殽
役
乎
。
曷
爲
不
於
歸
襚
、
い
る
と
爲
す
に
非
ざ
る
か
。
曷
爲
れ
ぞ
歸
襚
〔
襚

な

ん
す

而
今
進
之
乎
。
妄
爲
之
說

を
歸

る
〕
に
於
い
て
せ
ず
し
て
、
今

之
れ
を
進
む

お
く

也
。

る
か
。
妄
り
に
之
れ
が
說
を
爲
す
な
り
。

【
稽
古
】81-29a ･b

哀
公
十
四
年
、
春
、
西
狩
獲
麟
。

斥
妄
曰
、
（
中
略
）

斥
妄
に
曰
は
く
、
（
中
略
）

夫
書
者
、
唐
虞
以
下
夏
商

夫
れ
《
書
》
な
る
者
は
、
唐
虞
以
下
、
夏
・
商
・

周
史
官
所
記
、
王
者
之
事

周
の
史
官
の
記
す
る
所
、
王
者
の
事
な
り
。
今
の

也
。
今
之
書
、
魯
之
所
藏
、
《
書
》
は
、
魯
の
藏
す
る
所
な
り
、
故
に
魯
の
〈
費

故
附
魯
之
費
誓
・
秦
誓
。

誓
〉
・
〈
秦
誓
〉
を
附
す
。
《
詩
》
三
百
篇
は
是
れ

詩
三
百
篇
是
周
之
樂
章
、

周
の
樂
章
、
一
字
の
移
動
す
べ
き
者
に
非
ざ
る
な

非
一
字
可
移
動
者
也
。
其

り
。
其
の
教
は
別
に
在
り
。
《
春
秋
》
は
周
公
の

教
別
在
焉
。
春
秋
周
公
之

禮
經
に
し
て
、
皆
な
是
れ
周
の
典
章
な
り
。
孔
子

禮
經
、
皆
是
周
之
典
章
也
。
は
魯
の
一
匹
夫
な
る
に
、
何
ぞ
敢
へ
て
之
れ
を
取

孔
子
魯
之
一
匹
夫
、
何
敢

舍
せ
ん
や
。
孔
子
は
道
を
興
さ
ん
と
欲
す
、
此
れ

取
舍
之
。
孔
子
欲
興
道
、

其
の
志
な
り
。
豈
に
卑
卑
た
る
述
作
に
暇
あ
ら
ん

此
其
志
也
。
豈
暇
卑
卑
述

や
。
（
後
略
）

作
乎
。
（
後
略
）

以
上
の
所
引
の
諸
例
か
ら
、
中
南
の
主
張
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅰ

魯
の
武
公
は
周
公
の
孫
〔
子
孫
の
意
に
非
ず
〕
、
伯
禽
の
子
で
あ
る
。

ま
ご

Ⅱ

魯
で
は
、
伯
禽
の
廟
が
「
文
の
世
室
」
、
武
公
の
廟
が
「
武
の
世
室
」
で

あ
り
、
そ
れ
は
周
の
文
・
武
の
二
祧
と
同
樣
に
不
毀
廟
で
あ
る

Ⅲ

武
功
を
立
て
た
が
故
に
「
武
公
」
と
謚
さ
れ
た
。

Ⅳ

現
行
の
『
詩
』
・
『
書
』
は
も
と
魯
の
公
室
所
藏
で
あ
っ
た
た
め
、
『
詩
』

・
『
書
』
の
最
後
部
分
は
魯
に
關
連
す
る
篇
が
附
さ
れ
て
い
る
。

Ⅴ

す
な
わ
ち
『
詩
』
の
「
泮
水
」･

「
閟
宮
」
、
『
書
』
の
「
費
誓
」･

「
秦

誓
」
が
そ
れ
で
、
い
ず
れ
も
武
公
の
功
績
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅵ

「
秦
誓
」
篇
の
「
秦
」
と
は
魯
國
の
地
名
で
あ
る
。

Ⅶ

し
た
が
っ
て
「
秦
誓
」
篇
を
以
て
秦
穆
公
の
悔
恨
の
辭
と
見
な
す
の
は
、

漢
儒
・
僞
「
書
序
」
の
妄
說
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
中
南
說
を
檢
討
し
て
い
こ
う
。

二

魯
の
武
公
に
つ
い
て

魯
の
武
公
は
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
〔
④
〕

に
よ
れ
ば
、
魯
の
開
祖
伯
禽
の

玄
孫
に
當
た
る
。

周
公
旦

伯
禽

考
公

煬
公

幽
公

魏
公

厲
公

獻
公

眞
公

武
公

括懿
公

孝
公

た
だ
『
史
記
』
に
は
武
公
自
身
の
事
績
に
つ
い
て
の
記
述
が
全
く
無
く
、
な
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ぜ
か
武
公
が
長
子
括
と
少
子
戲
と
と
も
に
周
の
宣
王
に
參
內
し
た
と
こ
ろ
、
宣

王
が
戲
を
太
子
に
立
て
る
よ
う
命
令
し
、
武
公
の
死
後
、
戲
が
卽
位
（
懿
公
）

し
た
、
と
い
う
奇
妙
な
史
話
を
記
述
す
る
の
み
で
あ
る
。
武
公
の
武
功
を
記
錄

す
る
文
獻
は
、
實
は
『
史
記
』
以
外
に
も
見
當
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
中
南
は
何
を
根
據
に
し
て
武
公
が
伯
禽
の
子
だ
と
見
な
し
た
の

か
。
そ
れ
は
『
禮
記
』
明
堂
位
の
次
の
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
原

文
の
み
で
あ
る
が
、
「
鄭
注
」
・
「
孔
疏
」
を
併
せ
て
引
用
す
る
。

魯
公
之
廟
、
文
世
室
也
。
武
公
之
廟
、
武
世
室
也
。

注
：
此
二
廟
象
周
有
文
王
武
王
之
廟
也
。
世
室
者
不
毀
之
名
也
。
魯
公
伯
禽
也
。

武
公
伯
禽
之
玄
孫
也
。
名
敖
。

疏
：
魯
公
至
室
也
○
正
義
曰
、
此
一
經
明
魯
有
二
廟
不
毀
、
象
周
之
文
武
二
祧

也
。
「
文
世
室
」
者
、
魯
公
伯
禽
有
文
德
、
世
世
不
毀
其
室
、
故
云
「
文

世
室
」
。
「
武
世
室
」
者
、
伯
禽
玄
孫
武
公
有
武
德
、
其
廟
不
毀
、
故
云

「
武
世
室
」
。

○
注
武
公
至
名
敖
○
正
義
曰
、
按
成
六
年
「
立
武
宮
」
、
公
羊
・
左
氏
並

譏
之
、
不
宜
立
也
。
又
武
公
之
廟
立
在
武
公
卒
後
、
其
廟
不
毀
、
在
成
公

之
時
。
此
記
所
云
美
成
王
褒
崇
魯
國
而
已
。
云
「
武
公
之
廟
武
世
室
」
者
、

作
記
之
人
、
因
成
王
褒
魯
、
遂
盛
美
魯
家
之
事
、
因
武
公
其
廟
不
毀
、
遂

連
文
而
美
之
、
非
實
辭
也
。
故
下
云
「
君
臣
未
甞
相
弒
、
禮
樂
刑
法
政
俗
、

未
甞
相
變
也
」
、
鄭
云
「
亦
近
誣
矣
」
、
是
不
實
也
。
「
伯
禽
玄
孫
」
者
、

按
世
本
「
伯
禽
生
煬
公
熙
、
熙
生
弗
、
弗
生
獻
公
具
、
具
生
武
公
敖
」
、

是
「
伯
禽
玄
孫
、
名
敖
」
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
鄭
玄
も
「
此
の
二
廟
は
周
に
文
王
・
武
王
の
廟
が
有
る
こ
と

に
象
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、
「
世
室
」
と
は
「
不
毀
の
名
」
だ
と
注
釋
す
る
。

し
か
し
「
玄
孫
」
の
武
公
に
何
故
に
「
世
室
」
が
有
る
の
か
に
つ
い
て
の
說
明

は
無
い
。
そ
こ
で
「
孔
疏
」
は
窮
し
て
「
周
の
成
王
が
魯
國
を
褒
崇
し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
武
公
の
不
毀
廟
に
連
文
し
た
も
の
で
、
實
辭
で
は
な
い
」
と
言
う
も

の
の
、
不
毀
廟
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
の
說
明
は
、
や
は
り
無
い
。
所
引
の
『
世

本
』
に
據
る
限
り
、
玄
孫
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
明
堂
位
」
の
記
載
を
信
ず
る
限
り
に
於
い
て
、
中
南
の
解

釋
が
妥
當
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
武
公
の
事
績
は
、
「
明

堂
位
」
に
も
そ
の
記
述
が
無
い
。
そ
こ
で
中
南
は
、
前
揭
の
ご
と
く
「
武
公
伐

淮
夷
、
征
徐
戎
、
以
經
營
魯
國
。
書
之
費
誓･

秦
誓
、
詩
之
泮
水･

閟
宮
、
皆
武

公
之
事
。
故
謚
爲
武
公
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
書
』
費
誓･

秦
誓
篇
、『
詩
』

泮
水･

閟
宮
篇
に
そ
れ
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
次
に
こ
れ
ら
諸
篇

の
檢
討
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

泮
水･

閟
宮
・
費
誓･

秦
誓
篇
に
つ
い
て

さ
て
上
記
四
篇
は
、
傳
統
的
に
「
詩
序
」
・
「
書
序
」
に
從
っ
て
次
の
よ
う

に
解
釋
さ
れ
て
い
る
。

泮
水
、
頌
僖
公
能
脩
泮
宮

〈
泮
水
〉
は
、
僖
公
の
能
く
泮
宮
を
脩
む
る
を
頌

也
。

す
る
な
り
。

閟
宮
、
頌
僖
公
能
復
周
公

〈
閟
宮
〉
は
、
僖
公
の
能
く
周
公
の
宇
を
復
す
る

之
宇
也
。

を
頌
す
る
な
り
。

魯
侯
伯
禽
宅
曲
阜
。
徐
夷

魯
侯
伯
禽

曲
阜
に
宅
る
。
徐
・
夷

並
び
興
り
、

お
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並
興
、
東
郊
不
開
。
作
費

東
郊

開
か
ず
。
〈
費
誓
〉
を
作
る
。

誓
。

秦
穆
公
伐
鄭
。
晉
襄
公
帥

秦
の
穆
公

鄭
を
伐
つ
。
晉
の
襄
公

師
を
帥
ゐ
て

師
敗
諸
崤
。
還
歸
作
秦
誓
。
諸
を
崤
に
敗
る
。
還
歸
し
て
〈
秦
誓
〉
を
作
る
。

こ
れ

『
詩
』
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
別
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
詩

序
」
に
よ
れ
ば
「
泮
水
」
・
「
閟
宮
」
兩
篇
と
も
に
僖
公
を
頌
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
一
點
だ
け
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
「
泮
水
」
篇
中
に
見

え
る
「
魯
侯
」
が
僖
公
を
指
す
と
い
う
根
據
を
本
文
中
に
見
出
せ
な
い
の
に
對

し
、
「
閟
宮
」
篇
に
は
「
周
公
之
孫
、
莊
公
之
子
」
と
い
う
一
句
が
有
り
、
こ

れ
を
以
て
「
周
公
の
子
孫
で
あ
り
、
莊
公
の
子
」
卽
ち
春
秋
時
代
の
僖
公
と
解

、
、

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

次
い
で
「
書
序
」
に
よ
れ
ば
、
「
費
誓
」
篇
は
伯
禽
の
も
の
、
「
秦
誓
」
篇

は
春
秋
中
期
の
秦
の
穆
公
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。「
費
誓
」
篇
に
つ
い
て
は
、

『
史
記
』
魯
周
公
世
家
に
も
、
そ
の
一
部
分
を
引
用
し
て
、

伯
禽
卽
位
之
後
、
有
管
・
蔡
等
反
也
、
淮
夷
、
徐
戎
亦
並
興
反
。
於
是
伯

禽
率
師
伐
之
於
肸
、
作
肸
誓
、
曰
「
陳
爾
甲
冑
、
無
敢
不
善
。
無
敢
傷
牿
。

馬
牛
其
風
、
臣
妾
逋
逃
、
勿
敢
越
逐
、
敬
復
之
。
無
敢
寇
攘
、
踰
牆
垣
。

魯
人
三
郊
三
隧
、
歭
爾
芻
茭
、
糗
糧
、
楨
榦
、
無
敢
不
逮
。
我
甲
戌
築
而

征
徐
戎
、
無
敢
不
及
、
有
大
刑
」
。
作
此
肸
誓
、
遂
平
徐
戎
、
定
魯
。

伯
禽
の
卽
位
後
、
管
・
蔡
ら
の
叛
乱
が
あ
り
、
淮
夷
や
徐
戎
も
ま
た
こ
れ

じ
よ
じ
ゆ
う

と
並
ん
で
叛
乱
し
た
。
そ
こ
で
伯
禽
は
軍
を
率
い
て
こ
れ
を
肸
で
伐
ち
、

き
つ

「
肸
誓
」
を
作
っ
た
。
そ
の
文
に
は
こ
う
述
べ
て
あ
る
。
「
な
ん
じ
の
甲

冑
を
つ
ら
ね
て
手
入
れ
せ
よ
。
不
善
を
あ
え
て
す
る
な
。
あ
え
て
牿
を

こ
く

そ
こ
な
う
な
。
た
と
い
馬
牛
が
逸
走
し
、
賤
役
の
男
女
が
逃
亡
し
て
も
、

し
も
べ

あ
え
て
隊
伍
を
離
れ
て
逐
う
な
。
こ
れ
を
得
た
も
の
は
敬
ん
で
返
還
せ
よ
。

あ
え
て
財
物
を
強
奪
し
、
ひ
と
の
桓
根
を
越
え
る
な
。
魯
人
の
三
郊
お
よ

び
三
隧
で
は
、
な
ん
じ
ら
の
芻

茭
〔
飼
料
〕
、

糗

糧

〔
兵
糧
〕
、
楨

榦

す
う
こ
う

き
ゆ
う
り
よ
う

て
い
か
ん

〔
資
材
〕
を
備
え
よ
。
わ
が
方
は
甲
戊
の
日
を
も
っ
て
城

砦
を
築
き
、

じ
よ
う
さ
い

徐
戎
を
征
伐
す
る
。
用
意
の
間
に
合
わ
ぬ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
違

反
し
た
者
は
死
刑
に
處
す
る
。
」
こ
の
「
肸
誓
」
を
作
り
、
つ
い
に
徐
戎

を
平
ら
げ
て
魯
を
定
め
た
。
〔
小
竹
文
夫
・
武
夫
譯
『
史
記
』
筑
摩
書
房
〕

と
し
て
見
え
て
い
る
。
た
だ
「
費
誓
」
篇
の
本
文
中
か
ら
は
、
伯
禽
に
特
定
で

き
る
文
面
が
見
え
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
附
言
し
て
お
き
た
い
。

四

秦
誓
篇
に
つ
い
て

さ
て
問
題
の
「
秦
誓
」
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
『
史
記
』
秦
本
紀
に
、

そ
の
一
部
分
（
傍
線
部
）
を
引
用
し
て
、

三
十
六
年
、
繆
公
復
益
厚
孟
明
等
、
使
將
兵
伐
晉
、
渡
河
焚
船
、
大
敗
晉

人
、
取
王
官
及
鄗
、
以
報
殽
之
役
。
晉
人
皆
城
守
不
敢
出
。
於
是
繆
公
乃

自
茅
津
渡
河
、
封
殽
中
尸
、
爲
發
喪
、
哭
之
三
日
。
乃
誓
於
軍
曰
「
嗟
、

士
卒
、
聽
無
譁
。
余
誓
告
汝
。
古
之
人
謀
黃
髮
番
番
、
則
無
所
過
。
以
申

思
不
用
蹇
叔
・
百
里
傒
之
謀
、
故
作
此
誓
、
令
後
世
以
記
余
過
」
。
君
子

聞
之
、
皆
爲
垂
涕
、
曰
「
嗟
乎
、
秦
繆
公
之
與
人
周
也
。
卒
得
孟
明
之
慶
」
。

三
十
六
年
、
繆
公
は
ま
た
、
い
よ
い
よ
孟
明
視
ら
を
厚
遇
し
、
兵
を
ひ
き

て
晉
を
伐
た
せ
た
。
孟
明
視
ら
は
黃
河
を
渡
る
と
船
を
燒
い
て
生
還
し
な
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い
こ
と
を
期
し
、
大
い
に
晉
軍
を
破
っ
て
王
官
と
鄗
を
取
り
、
殽
の
戰

こ
う

こ
う

い
の
敗
北
に
報
い
た
。
こ
の
た
め
晉
軍
は
み
な
城
に
立
て
こ
も
っ
て
出
よ

う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
繆
公
は
茅
津

か
ら
黃
河
を
渡
り
、
殽
で
戰

ぼ
う
し
ん

死
し
た
者
の

屍

を
埋
め
、
土
を
盛
っ
て
標
識
と
し
、
喪
を
發
表
し
て

し
か
ば
ね

三
日
間
、
哭
禮
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
軍
に
誓
い
を
立
て
て
、
「
あ
あ
士

こ
く
れ
い

卒
ら
よ
、
靜
肅
に
聽
け
。
わ
し
は
誓
っ
て
な
ん
じ
ら
に
告
げ
る
。
事
を
な

す
に
年
老
白
頭
の
人
に
は
か
れ
ば
、
か
な
ら
ず
過
ち
が
な
い
。
先
に
殽
の

戰
い
に
敗
れ
た
の
は
、
わ
し
が
蹇
叔
・
百
里
傒
の
は
か
り
ご
と
を
聽
か
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
こ
と
を
か
さ
ね
が
さ
ね
追
念
し
、
こ

の
誓
い
を
立
て
て
後
世
の
人
に
わ
し
の
過
ち
を
記
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
」

と
言
っ
た
。
人
び
と
は
、
こ
れ
を
聞
く
と
、
み
な
涙
を
垂
れ
て
、「
あ
あ
、

秦
の
繆
公
の
人
を
遇
す
る
こ
と
ま
こ
と
に
至
れ
り
盡
せ
り
で
あ
る
。
だ
か

ら
孟
明
視
の
慶
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
〔
小
竹
譯
〕

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
史
記
』
に
先
ん
ず
る
『
公
羊
傳
』
、
そ
の
文
公
十
二
年
「
秦
伯
使

遂
來
聘
」
の
條
に
も
、
秦
の
穆
公
に
關
わ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
秦
伯
使
遂
來
聘
」
。
遂
者
何
、
秦
大
夫
也
。
秦
無
大
夫
、
此
何
以
書
。

賢
穆
公
也
。
何
賢
乎
穆
公
。
以
爲
能
變
也
。
其
爲
能
變
奈
何
。
「
諓
諓
善

竫
言
、
俾
君
子
易
怠
。
而
況
乎
我
多
有
之
。
惟
一
介
斷
斷
焉
無
他
技
、
其

心
休
休
能
有
容
、
是
難
也
。

「
遂
」
と
は
誰
か
。
秦
の
大
夫
で
あ
る
。
秦
に
は
大
夫
が
無
い
は
ず
な
の

に
、
こ
こ
で
は
ど
う
し
て
書
い
て
い
る
の
か
。
穆
公
を
賢
と
し
て
で
あ
る
。

な
ぜ
穆
公
を
賢
と
す
る
の
か
。
よ
く
悔
い
改
め
た
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
く
悔
い
改
め
た
と
す
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

(

秦
の
穆
公
が
言
っ
た)

「
輕
薄
で
口
先
が
巧
み
な
者
は
、
君
子
す
ら
怠
惰

に
さ
せ
る
。
ま
し
て
、
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
者
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い

る
。
い
か
な
る
時
も
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
に
專
念
し
て
、
他
の
事
を

せ
ず
、
心
を
ひ
ろ
く
も
っ
て
、
諫
言
を
受
け
入
れ
る
、
と
い
う
の
は
、
難

か
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
。
〔
岩
本
譯
〕

ご
覽
の
通
り
『
公
羊
傳
』
自
身
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
傍
線
部
が
「
秦
誓
」

篇
と
一
致
す
る
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
秦
誓
」
篇
が
春
秋
時
代
の
秦
國

の
穆
公
の
「
誓
」
で
あ
る
こ
と
に
何
ら
の
疑
い
も
無
い
か
の
如
く
で
あ
る
。
且

つ
現
在
に
至
る
ま
で
の
『
尚
書
』
研
究
に
於
い
て
も
全
て
然
り
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
に
中
南
は
、
「
秦
誓
」
篇
を
秦
穆
の
悔
恨
の
辭

と
見
な
す
の
は
漢
儒
・
僞
「
書
序
」
の
妄
說
だ
、
と
斷
言
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
こ
と
に
珍
說
奇
說
、
誤
っ
た
見
解
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
か
ら
は
、
僭
越
な
が
ら
中
南
の
立
場
か
ら
見
て
の
「
秦

誓
」
觀
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

四

左
傳
に
見
え
る
秦
穆
公
の
事
績

筆
者
竊
か
に
思
う
に
、
秦
穆
の
事
績
を
詳
述
す
る
『
左
傳
』
の
中
に
、
「
秦

誓
」
篇
に
關
す
る
記
述
の
無
い
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
中
南
の
出
發
點
で
は
な

か
ろ
う
か
。
『
左
傳
』
第
一
主
義
者
で
あ
る
中
南
な
ら
で
は
の
發
想
で
あ
る
。

以
下
、
『
左
傳
』
が
記
述
す
る
秦
穆
公
に
關
わ
る
傳
文
を
年
を
追
っ
て
引
用

『春秋稽古』讀書札記Ⅰ 秦誓篇（野間）



96

す
る
が
、
こ
れ
ら
は
長
年
に
亙
り
、
し
か
も
長
文
で
あ
る
た
め
、
要
約
し
つ
つ

紹
介
す
る
。

僖
公
三
十
二
年

冬
に
晉
の
文
公
が
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
柩
の
中
か
ら
牛
の

鳴
く
よ
う
な
聲
が
し
た
。
卜
偃
は
「
亡
君
が
大
事
を
命
じ
ら
れ
た
。
今
ま
さ
に

西
方
〔
秦
〕
の
師
が
我
が
國
を
通
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
擊
て
ば
大

勝
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
聞
き
分
け
た
。
〔
殽
の
役
の
勝
利
の
伏
線
〕

當
時
、
鄭
を
守
備
し
て
い
た
杞
子
〔
杞
の
君
〕
が
秦
に
向
け
て
、
「
北
門
の

管
理
を
任
さ
れ
て
い
る
が
、
隱
密
裏
に
師
を
寄
こ
す
な
ら
、
容
易
に
鄭
國
が
手

に
入
る
」
と
の
情
報
を
流
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
秦
穆
公
が
老
臣
蹇
叔
に
意
見

け
ん
し
ゆ
く

を
求
め
る
と
、
蹇
叔
は
言
葉
を
盡
く
し
て
出
軍
に
反
對
す
る
。
し
か
し
穆
公
は

聞
き
入
れ
ず
、
孟
明
・
西
乞
・
白
乙
を
召
し
て
出
兵
を
命
じ
、
秦
師
は
そ
の
ま

ま
東
に
向
け
て
出
陣
し
た
。

僖
公
三
十
三
年

春
、
秦
師
が
周
の
北
門
を
通
過
す
る
樣
子
を
觀
察
し
た
周
の

王
孫
滿
は
、
そ
の
敗
北
を
豫
言
す
る
。
あ
た
か
も
こ
の
時
、
周
で
商
い
を
し
よ

う
と
し
て
周
に
向
か
っ
て
い
た
鄭
の
商
人
弦
高
の
機
轉
に
よ
り
、
秦
師
到
來
の

報
告
を
鄭
に
送
り
、
こ
れ
を
受
け
た
鄭
で
は
備
え
を
示
す
。

秦
師
を
率
い
る
孟
明
は
、
「
鄭
に
備
へ
有
れ
ば
、
冀
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

ね
が

之
れ
を
攻
む
る
も
克
た
ず
、
之
れ
を
圍
む
も
繼
が
ず
。
吾
れ
其
れ
還
ら
ん
」

か
こ

か
へ

と
述
べ
、
鄭
の
屬
邑
の
滑
を
滅
ぼ
し
た
だ
け
で
引
き
上
げ
た
。

一
方
、
晉
で
は
、
「
秦
が
我
が
文
公
の
喪
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
姓
の
鄭
を

伐
つ
と
は
無
禮
な
り
」
と
し
て
、
夏
、
四
月
辛
巳
、
秦
師
を
殽
に
擊
ち
敗
り
、

孟
明
視･

西
乙
術･

白
乙
丙
を
生
け
捕
り
に
し
て
連
れ
歸
っ
た
。

と
こ
ろ
が
も
と
秦
の
公
女
で
あ
っ
た
文
公
の
未
亡
人
文
嬴

が
、
秦
の
三
帥

ぶ
ん
え
い

の
釋
放
を
乞
う
た
た
め
、
三
帥
は
辛
く
も
秦
に
歸
國
で
き
た
の
で
あ
る
。
晉

か
ら

を
去
る
に
際
し
、
孟
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

孟
明
稽
首
曰
「
君
之
惠
、

晉
君
の
御
惠
み
に
よ
り
、
囚
わ
れ
の
臣
を
ば
鼓
に

み

め
ぐ

わ
た
く
し

不
以
纍
臣
釁
鼓
、
使
歸
就

血
塗
る
犧
牲
と
も
さ
れ
ず
、
秦
に
歸
し
て
處
刑
を

ぬ

戮
于
秦
、
寡
君
之
以
爲
戮
、
受
け
し
め
ら
れ
た
。
寡
君

に
よ
っ
て
處
刑
さ
れ
れ

わ
が
き
み

死
且
不
朽
。
若
從
君
惠
而

ば
、
た
と
え
死
す
と
も
名
は
不
朽
。
も
し
晉
君
の

免
之
、
三
年
將
拜
君
賜
」
。

恩
惠
に
倣
い
命
を
免
さ
れ
れ
ば
、
三
年
後
に
、
晉

ゆ
る

君
の
恩
賜
に
拝
謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
〔
小
倉
譯
〕

最
後
の
「
三
年
將
拜
君
賜
」
に
つ
い
て
、
杜
預
は
「
意
は
晉
に
報
い
て
伐
た

ん
と
欲
す
」
と
言
い
、
こ
れ
が
後
揭
の
彭
衙
の
戰
い
を
指
す
、
と
解
し
て
い
る
。

一
方
三
帥
を
迎
え
た
秦
穆
公
の
對
應
を
『
左
傳
』
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

秦
伯
素
服
郊
次
、
鄕
師
而

秦
伯

素
服
し
て
郊
に
次
し
、
師
に
鄕
ひ
て
哭
し

む
か

哭
曰
「
孤
違
蹇
叔
、
以
辱

て
曰
は
く
、
「
孤

蹇
叔
に
違
ひ
て
、
以
て
二
三
子

た
が

二
三
子
、
孤
之
罪
也
。
不

を
辱
め

し
は
、
孤
の
罪
な
り
。
孟
明
を
替
め
ざ
る

は
づ
か
し

や

替
孟
明
〔
⑤
〕
、
孤
之
過
也
。
は
、
孤
の
過
な
り
。
大
夫
に
何
の
罪
か
あ
る
。
且

大
夫
何
罪
。
且
吾
不
以
一

つ
吾
れ
一
た
び
の
眚
を

以
て
大
德
を
掩
は
ざ
る
な

ひ
と

あ
や
ま
ち

お
ほ

眚
掩
大
德
」
。
【
Ａ
】

り
」
と
。

文
公
元
年

か
く
し
て
秦
帥
は
歸
國
で
き
た
が
、
秦
の
大
夫
や
側
近
の
者
が
穆

公
に
孟
明
の
處
刑
を
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
穆
公
は
次
の
よ
う
に
應
え
る
。

秦
伯
曰
「
是
孤
之
罪
也
。

秦
伯
曰
は
く
、
「
是
れ
孤
の
罪
な
り
。
周
の
芮
良

周
芮
良
夫
之
詩
曰
『
大
風

夫
の
《
詩
》
に
曰
は
く
『
大
風
に
隧
有
り
、
貪
人
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有
隧
、
貪
人
敗
類
。
聽
言

類
を
敗
る
。
聽
言
に
は
則
ち
對
へ
、
誦
言
に
は
醉

則
對
、
誦
言
如
醉
。
匪
用

ふ
が
如
し
。
其
の
良
を
用
ふ
る
に
匪
ず
、
覆
ひ
て

あ
ら

其
良
、
覆
俾
我
悖
』
。
是

我
を
し
て
悖
ら
し
む
』
と
。
是
れ
貪
の
故
な
り
、

貪
故
也
、
孤
之
謂
矣
。
孤

孤
を
之
れ
謂
へ
る
な
り
。
孤

實
に
貪
り
て
以
て
夫

實
貪
以
禍
夫
子
、
夫
子
何

子
に
禍
ひ
す
、
夫
子
に
何
の
罪
か
あ
る
」
と
。
復

罪
」
。
復
使
爲
政
。
【
Ｂ
】

た
政
を
爲
さ
し
む
。〔
⑥
〕

文
公
二
年

春
、
秦
の
孟
明
が
師
を
率
い
て
晉
を
伐
ち
、
殽
の
役
に
報
い
よ
う

と
し
た
が
、
二
月
、
晉
軍
は
こ
れ
を
迎
え
擊
ち
、
甲
子
の
日
、
彭
衙
で
戰
い
、

秦
師
は
ま
た
も
や
敗
績
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
秦
穆
公
は
な
お
も
孟
明
を
用
い

た
。
孟
明
は
こ
れ
に
應
え
て
、
い
っ
そ
う
國
政
に
勵
み
、
重
く
民
に
恩
惠
を
施

し
た
。

文
公
三
年

秦
穆
公
は
晉
を
伐
ち
、
王
官
と
郊
と
の
二
邑
を
取
っ
た
が
、
晉
人

が
出
陣
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
茅
津
か
ら
渡
河
し
、
殽
の
役
の
戰
死
者

を
葬
っ
て
歸
國
し
た
。
【
Ｂ
】

こ
れ
を
『
左
傳
』
は
「
遂
に
西
戎
に
霸
た
る
は
、
孟
明
を
用
ふ
れ
ば
な
り
」

と
言
い
、
「
君
子

是
を
以
て
秦
穆
の
君
爲
る
を
知
る
云
云
」
と
述
べ
て
稱
贊

こ
こ

す
る
の
で
あ
る
。

文
公
六
年

と
こ
ろ
が
穆
公
は
そ
の
死
去
に
際
し
、
殉
死
者
を
出
し
た
。
こ
れ

に
對
し
て
君
子
は
「
秦
穆
の
盟
主
と
爲
ら
ざ
る
や
宜
な
る
か
な
云
云
」
と
批
判

し
、
秦
穆
公
に
對
し
て
「
君
子

是
を
以
て
秦
穆
の
復
と
は
東
征
せ
ざ
る
を
知

こ
こ

ま
た

る
な
り
」
と
い
う
最
終
評
價
を
下
し
て
い
る
。

以
上
ご
覽
の
通
り
、
『
左
傳
』
は
「
秦
誓
」
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と

が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
左
傳
』
に
依
據
し
た
と
思
わ
れ
る
『
史

記
』
で
は
、
上
揭
の
通
り
【
Ｂ
】
の
時
點
、
魯
の
僖
公
三
十
三
年
、
秦
の
繆
公

三
十
六
年
に
「
秦
誓
」
が
發
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
「
秦
誓
」
序
で
は
、
「
秦
穆
公
伐
鄭
。
晉
襄
公
帥
師
敗
諸
崤
。
還

歸
作
秦
誓
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
【
Ａ
】
の
段
階
で
發
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
『
史
記
』
で
は
、
【
Ａ
】
の
段
階
を
、

三
將
至
、
繆
公
素
服
郊
迎
、
嚮
三
人
哭
曰
「
孤
以
不
用
百
里
傒
・
蹇
叔
言

以
辱
三
子
、
三
子
何
罪
乎
。
子
其
悉
心
雪
恥
、
毋
怠
」
。
遂
復
三
人
官
秩

如
故
、
愈
益
厚
之
。

と
記
述
し
、
『
左
傳
』
と
ほ
ぼ
同
樣
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
秦
誓
」
序
と
『
史
記
』
と
で
は
、
秦
穆
の
「
誓
」
が
發
せ
ら

れ
た
時
點
に
食
い
違
い
が
あ
る
。
『
左
傳
』
の
記
述
が
、
中
南
が
指
摘
す
る
よ

う
な
若
干
の
錯
誤
が
あ
り
な
が
ら
も
、
「
秦
誓
」
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
首

尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
『
史
記
』
の
記
述
に
は
不
自
然
さ
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
【
Ａ
】
で
あ
る
に
し
て
も
【
Ｂ
】
で
あ
る
に
し
て

も
、
「
秦
誓
」
の
內
容
は
ど
ち
ら
が
相
應
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
た
ま
た
い

ず
れ
も
相
應
し
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

六

秦
誓
篇
の
本
文
譯

か
く
し
て
肝
腎
の
「
秦
誓
」
篇
の
內
容
如
何
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
『
尚
書
』
の
本
文
は
難
解
で
あ
る
う
え
に
、
そ
も
そ
も
中
南
自
身
の
解

釋
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
從
來
の
解
釋
は
全
て
秦
穆
公
の｢

誓｣

と
見
な
し
、

『
左
傳
』
等
の
秦
穆
の
事
績
の
記
述
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、
當
然
な
が
ら
中

、
、
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南
の
意
に
は
沿
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
と
り

あ
え
ず
僞
「
孔
安
國
傳
」
に
も
と
づ
く
『
尚
書
正
義
』
を
取
り
擧
げ
て
み
よ
う
。

公
曰
、
嗟
、
我
士
。
聽
無

公
曰
は
く
、
嗟
、
我
が
士
よ
。
聽
き
て
嘩
し
く
す

あ
あ

か
ま
び
す

嘩
。
予
誓
告
汝
群
言
之
首
。
る
無
か
れ
。
予
れ
汝
に
羣
言
の
首
を
誓
告
す
。

は
じ
め

古
人
有
言
曰
、
民
訖
自
若

古
人

言
へ
る
有
り
て
曰
は
く
、
「
民
は

訖

く
若

こ
と
ご
と

た
だ

是
多
盤
。
責
人
斯
無
難
。

し
き
を
自
ふ
れ
ば
是
れ
盤
み
多
し
」
と
。
人
を
責

も
ち

た
の
し

惟
受
責
俾
如
流
、
是
惟
艱

む
る
は
斯
れ
難
き
こ
と
無
し
。
惟
れ
責
め
を
受
け

哉
。

て
流
る
る
が
如
く
な
ら
し
む
る
は
、
是
れ
惟
れ
艱

こ

か
た

我
心
之
憂
、
日
月
逾
邁
、

き
か
な
。
我
が
心
の
憂
ふ
る
、
日
月
は
逾
ま
す
邁

ま
す

ゆ

若
弗
員
來
。
惟
古
之
謀
人
、
き
て
、
員
に
來
た
ら
ざ
る
が
若
し
。
惟
れ
古
の
謀

こ
こ

ご
と

則
曰
未
就
予
忌
。
惟
今
之

人
を
、
則
ち
未
だ
予
れ
を
就
さ
ず
と
曰
ひ
て
忌
め

な

に
く

謀
人
、
姑
將
以
爲
親
。
雖

り
。
惟
れ
今
の
謀
人
を
、
姑
く
將
に
以
て
親
と
爲

し
ば
ら

ま
さ

則
云
然
、
尚
猷
詢
茲
黃
髪
、
さ
ん
と
せ
り
。
則
ち
云
く
の
然
し
と
雖
も
、
尚
は

か

ご
と

ね
が

則
罔
所
愆
。

く
は
猷
も
て
茲
の
黃
髪
に
詢
ら
ば
、
則
ち

愆

つ

み
ち

こ

は
か

あ
や
ま

番
番
良
士
、
旅
力
既
愆
、

所
罔
か
ら
ん
。
番
番
た
る
良
士
は
、
旅
力

既
に
愆

な

は

は

す

我
尚
有
之
。
仡
仡
勇
夫
、

ぐ
る
も
、
我
れ
尚
は
く
は
之
れ
を
有
た
ん
。
仡
仡

ね
が

た
も

き
つ
き
つ

射
御
不
違
、
我
尚
不
欲
。

た
る
勇
夫
は
、
射
御

違
は
ざ
る
も
、
我
れ
尚
は

ね
が

惟
截
截
善
諞
言
、
俾
君
子

く
は
欲
せ
ざ
ら
ん
。
惟
れ
截
截
と
し
て
善
く
諞
言

せ
つ
せ
つ

べ
ん
げ
ん

易
辭
。
我
皇
多
有
之
、
昧

す
る
は
、
君
子
を
し
て
辭
を
易
へ
し
む
。
我
れ
の
皇

か

お
ほ

昧
我
思
之
。

い
に
多
く
之
れ
を
有
ち
し
は
、
昧
昧
と
し
て
我
れ

た
も

ま
い
ま
い

如
有
一
介
臣
、
斷
斷
猗
無

之
れ
を
思
へ
ば
な
り
。
如
し
一
介
の
臣
有
り
て
、

も

他
技
、
其
心
休
休
焉
、
其

斷
斷
猗
と
し
て
他
の
技
無
き
も
、
其
の
心
は
休
休

だ
ん
だ
ん
い

如
有
容
。

焉
た
ら
ば
、
其
れ
容
る
る
有
る
が
如
し
。

い

人
之
有
技
、
若
己
有
之
、

人
の
技
有
る
を
、
己
れ
に
之
れ
を
有
る
が
若
く
し
、

ご
と

人
之
彥
聖
、
其
心
好
之
、

人
の
彥
聖
な
る
を
、
其
の
心
に
之
れ
を
好
み
て
、
啻た
だ

不
啻
如
自
其
口
出
。
是
能

に
其
の
口
よ
り
出
だ
す
が
如
く
に
す
る
の
み
な
ら

容
之
。
以
保
我
子
孫
黎
民
、
ず
。
是
れ
能
く
之
れ
を
容
る
。
以
て
我
が
子
孫
黎
民

れ
い
み
ん

亦
職
有
利
哉
。
人
之
有
技
、
を
保
た
ば
、
亦
た
職
と
し
て
利
有
ら
ん
か
な
。
人

む
ね

冒
疾
以
惡
之
、
人
之
彥
聖
、
の
技
有
る
を
、
冒
疾
し
て
以
て
之
を
惡
み
、
人
の

に
く

而
違
之
俾
不
達
。
是
不
能

彥
聖
な
る
に
、
而
も
之
れ
に
違
ひ
て
達
せ
ざ
ら
し

し
か

た
が

容
。
以
不
能
保
我
子
孫
、

む
。
是
れ
容
る
る
能
は
ず
。
以
て
我
が
子
孫
黎
民

黎
民
亦
曰
殆
哉
。
邦
之
杌

を
保
ん
ず
る
能
は
ず
。
亦
た
殆
い
か
な
と
曰
は
ん
。

あ
や
う

隉
、
曰
由
一
人
。
邦
之
榮

邦
の
杌
隉

は
、
曰
に
一
人
に
由
る
。
邦
の
榮
懷
も
、

ご
つ
げ
つ

こ
こ

懷
、
亦
尚
一
人
之
慶
。

亦
た
一
人
の
慶
に
尚
ふ
。〔
吉
川
幸
次
郎
譯
に
基
づ
く
〕

ね
が

書
き
下
し
文
の
み
で
は
、
や
は
り
難
解
で
あ
る
が
、
補
足
的
說
明
が
無
い
だ

け
に
、
餘
計
な
解
釋
の
入
り
込
む
餘
地
も
ま
た
無
い
。
そ
し
て
こ
こ
に
「
秦
」

に
も｢

穆
公
」
に
も
關
わ
る
表
現
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
了
解
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

次
に
清
朝
考
證
學
や
甲
骨
文
・
金
石
文
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
先
師
池
田

末
利
教
授
『
尚
書
』
（
集
英
社
全
釋
漢
文
大
系

一
九
七
六
）
の
訓
讀
譯
を
紹
介
す

る
。
『
尚
書
正
義
』
と
は
句
讀
か
ら
し
て
異
な
っ
て
い
る
。

公
曰
は
く
、
嗟
、
我
が
士
よ
、
聽
け
。
嘩
す
る
無
か
れ
。
予

汝
に
羣
言

あ
あ

く
わ

の
首
〔
要
旨
〕
を
誓
告
せ
ん
。
古
人

言
へ
る
有
り
、
曰
く
、
「
民
は

訖
こ
と
ご
と

く
自
ら
是
の
若
く
盤
〔
矛
盾
〕
多
し
。
人
を
責
む
る
は
斯
ち
難
き
こ
と
無

か
く

ご
と

す
な
は

き
も
、
惟
ち
責
を
受
へ
俾
ひ
て
流
る
る
が
如
く
に
す
る
は
、
是
れ
惟
れ
艱

す
な
は

し
た
が

こ

か
た

い
か
な
」
と
。
我
が
心
の
憂
ひ
は
、
日
月
の
逾
邁
し
て
、
若
ち
云
來
〔
旋

す
な
は
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回
〕
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
惟
れ
古
の
謀
人
は
、
則
ち
曰
に
未
だ
予
に
就
か

い
に
し
へ

こ
こ

つ

ず
。
惟
れ
今
の
謀
人
は
、
姑
將
く
以
て
親
を
爲
す
。
則
ち
然
云
ふ
と
雖

し
ば
ら

し
か

も
、
尚
猷

茲
の
黃
髪
に
詢
れ
ば
、
則
ち

愆

つ
所
罔
し
。
番
番
〔
白
髪
〕

な

ほ

こ

は
か

あ
や
ま

な

ば
ん
ば
ん

た
る
良
士
は
、
旅
力

既
に
愆
へ
ど
も
、
我
れ
尚
ほ
之
に
有
む
。
仡
仡
〔
勇

う
し
な

な

こ
れ

し
た
し

き
つ
き
つ

壯
〕
た
る
勇
夫
は
、
射
御

違
は
ざ
る
も
、
我
れ
尚
ほ
欲
せ
ず
。
惟
れ
截
截

な

せ
つ
せ
つ

と
し
て
諞
言
を
善
く
す
る
も
の
は
、
君
子
を
し
て
易
辭
〔
軽
ん
じ
怠
け
る
〕

へ
ん
げ
ん

え
き
た
い

せ
し
む
。
我

多
く
之
れ
に
有
む
に
皇
あ
ら
ん
や
。
昧
昧
〔
深
い
〕
と
し

し
た
し

い
と
ま

ま
い
ま
い

て
我
れ
之
れ
を
思
ふ
、
如
し
一
介
臣
有
り
て
、
斷
斷
猗
〔
誠
實
〕
と
し
て

も

だ
ん
だ
ん
い

他
の
技
無
く
、
其
の
心
は
休
休
焉
〔
寛
容
〕
と
し
て
、
其
れ
能
く
容
る
る

有
り
、
人
の
技
有
る
は
、
己
れ
之
を
有
す
る
が
如
く
し
、
人
の
彥
聖
〔
美

げ
ん
せ
い

に
し
て
明
〕
は
、
其
の
心
に
之
を
好
む
こ
と
、
啻
に
其
の
口
よ
り
出
だ
す

た
だ

が
如
く
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
是
に
能
く
之
れ
を
容
れ
て
、
以
て
我
が
子

ま
こ
と

孫
を
保
ん
ず
れ
ば
、
黎
民
〔
眾
民
〕
も
亦
た
職
ほ
利
有
ら
ん
か
な
。
人
の

な

技
有
る
を
、
冒
疾
〔
妬
み
に
く
む
〕
し
て
以
て
之
を
惡
り
、
人
の
彥
聖
は
、

ば
う
し
つ

そ
し

而
ち
之
れ
違
り
て
、
達
せ
ざ
ら
し
め
、
是
に
容
る
る
能
は
ず
し
て
、
以

す
な
は

も
と

ま
こ
と

て
我
が
子
孫
を
保
ん
ず
る
能
は
ざ
れ
ば
、
黎
民
は
亦
た
曰
に
殆
い
か
な
。

こ
こ

邦
の
杌
隉

〔
不
安
〕
は
、
曰
に
一
人
に
由
り
。
邦
の
榮
懷
も
、
亦
た
一

ご
つ
げ
つ

こ
こ

え
い
く
わ
い

人
の
慶
〔
善
〕
に
尚
る
」
と
。

よ

清
朝
考
證
學
・
甲
骨
文
・
金
石
文
は
、
當
然
な
が
ら
中
南
の
與
り
知
ら
ぬ
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
若
干
の
語
釋
を
附
し
た
の
で
、
や
や
內
容
が
理
解
し
や
す

く
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

冒
頭
で
「
我
が
士
よ
、
聽
け
。
嘩
す
る
無
か
れ
。
予

汝
に
羣
言
の
首
〔
要

く
わ

わ
れ

旨
〕
を
誓
告
せ
ん
」
と
述
べ
て
誓
言
す
る
。
そ
し
て
人
を
責
め
る
こ
と
は
容
易

だ
が
、
人
の
責
め
を
受
け
る
の
は
困
難
だ
と
す
る
古
人
の
言
を
引
用
し
、
我
が

心
の
憂
い
は
、
日
月
が
過
ぎ
去
っ
て
二
度
と
回
歸
し
な
い
こ
と
だ
、
と
悔
恨
す

る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
古
の
謀
人
」
卽
ち
「
黃
髪
」
に
で
は
な
く
、

「
今
の
謀
人
」
に
親
し
ん
だ
こ
と
へ
の
反
省
で
あ
っ
た
。

今
後
は
「
仡
仡
た
る
勇
夫
」
で
は
な
く
、
「
番
番
た
る
良
士
」
に
親
し
む
つ

も
り
で
あ
る
。
「
截
截
と
し
て
諞

言
を
善
く
す
る
も
の
」
に
は
近
づ
か
な
い
。

せ
つ
せ
つ

へ
ん
げ
ん

我
が
子
孫
を
保
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
者
こ
そ
重
要
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
黎
民

は
利
益
を
蒙
る
。「
邦
の
杌
隉
」
も
「
邦
の
榮
懷
」
も
、
す
べ
て
「
一
人
の
慶
」

に
由
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
こ
の
誓
言
が
、
は
た
し
て
「
書
序
」
の
說
明
す
る
よ
う
な
、
敗
軍
の
將

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
老
臣
の
諫
言
を
受
け
入
れ
ず
、
他
國
〔
杞
子
〕
か
ら
の

密
告
を
好
機
と
し
て
進
軍
さ
せ
た
穆
公
の
反
省
の
「
誓
」
と
し
て
相
應
し
い
で

あ
ろ
う
か
。
或
い
は
『
史
記
』
の
ご
と
く
、
三
年
前
の
敗
戰
に
よ
る
戰
死
者
を

埋
葬
を
し
た
場
面
で
發
せ
ら
れ
た
「
誓
」
と
し
て
相
應
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

中
南
は
當
然
な
が
ら
、
兩
者
と
も
不
可
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。

七

近
代
の
尚
書
研
究

こ
こ
で
近
代
に
於
け
る
『
尚
書
』
研
究
を
回
顧
し
て
み
た
い
。
た
だ
筆
者
は

『
尚
書
』
研
究
の
專
家
で
は
な
い
の
で
、
最
近
の
研
究
成
果
へ
の
目
配
り
は
な

く
、
そ
の
た
め
極
め
て
常
識
的
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
今
古
文
問
題
を

除
く
と
、
二
つ
の
研
究
方
法
に
大
別
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
つ
は
前
揭
の
池
田
教
授
の
ご
と
き
、
清
朝
考
證
學
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、

金
石
文
・
甲
骨
文
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
『
尚
書
』
本
文
を
解
讀
す
る
方
向
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で
あ
る
。
我
が
國
に
限
れ
ば
加
藤
常
賢
『
眞
古
文
尚
書
集
釋
』
（
明
治
書
院

一

九
六
四
）
や
、
赤
塚
忠
『
書
経
・
易
経
（
抄
）
』
（
平
凡
社
中
国
古
典
文
学
大
系

一
九
七
二
）
等
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

も
う
一
つ
は
、
戰
國
時
代
の
諸
子
文
獻
（
諸
子
文
獻
所
引
の
『
尚
書
』
を
含
め

て
）
や
『
史
記
』
を
始
め
と
す
る
漢
代
の
文
獻
を
參
照
し
つ
つ
、
『
尚
書
』
の

各
篇
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
構
想
す
る
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
て
、
そ
の

成
立
年
代
を
特
定
す
る
方
向
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
松
本
雅
明
『
春
秋
戰
國
に

お
け
る
尚
書
の
展
開
』
（
風
間
書
房

一
九
六
六
）
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
方
向
に
は
明
確
な
區
分
は
無
く
、
互
い
を
前
提

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
留
意
す
べ
き
は
、
と
も

に
「
書
序
」
を
前
提
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

い
っ
た
い
『
書
』
で
も
『
詩
』
で
も
、
そ
の
本
文
中
に
固
有
名
詞
や
具
體
的

事
實
が
見
え
な
い
場
合
、
そ
の
事
件
や
時
代
背
景
、
そ
れ
に
關
わ
る
人
物
を
特

定
す
る
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
諸
子
や
『
史
記
』
を
始
め
と
す
る

後
代
の
文
獻
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
書
序
」
や
「
詩
序
」
に
賴
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
「
詩
序
」
に
對
す
る
疑
義
は
近
代
以
前
の
早
い
時
期
に
提
出
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
「
書
序
」
へ
の
信
頼
度
は
、
「
詩
序
」
よ
り
も
依
然
と

し
て
高
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
取
り
上
げ

た
「
秦
誓
」
篇
に
つ
き
、
秦
穆
公
と
の
關
係
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
く
者
は
皆
無

で
あ
っ
た
。
た
だ
『
左
傳
』
に
「
秦
誓
」
篇
へ
の
言
及
が
無
い
こ
と
も
、
否
定

で
き
な
い
事
實
で
あ
っ
た
。

前
揭
松
本
氏
は
、
「
秦
誓
」
篇
を
樣
々
な
方
面
か
ら
檢
討
し
、
以
下
の
よ
う

に
結
論
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
『
秦
誓
』
に
は
、
①
戰
國
諸
子
に
近
い
敍
述
樣
式
、
②
『
大

學
』
『
公
羊
傳
』
と
の
親
近
性
、
③
極
端
な
詩
句
の
使
用
、
④
『
書
』
に

お
け
る
「
誓
」
形
式
の
な
か
の
異
質
的
な
要
素
、
⑤
技
術
の
尊
重
、
そ
の

戰
國
諸
子
に
お
け
る
用
例
、
道
家
の
用
語
の
儒
家
へ
の
影
響
、
⑥
秦
の
現

實
に
つ
い
て
の
不
安
と
抑
制
、
な
ど
か
ら
み
て
、
明
か
に
戰
國
終
末
期
の

成
立
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
中
略
）
か
く
す
る
と
、
『
秦
誓
』
の
成
立

は
、
昭
王
の
末
年
か
ら
前
二
一
三
年
ま
で
の
間
、
と
い
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。

こ
と
に
秦
王
政
が
、
統
一
の
大
業
に
著
手
し
た
前
二
三
八
年
よ
り
、
統
一

の
三
二
一
年
ま
で
の
、
二
十
七
年
間
が
最
も
問
題
に
な
る
で
あ
ら
う
。
上

述
の
や
う
に
、
『
大
學
』
の
成
立
が
統
一
を
背
景
と
し
、
焚
書
坑
儒
の
前

ま
で
、
す
な
は
ち
前
三
二
一
年
よ
り
二
一
三
年
の
八
年
間
が
も
っ
と
も
可

能
性
が
多
い
と
す
る
な
ら
、
『
秦
誓
』
は
そ
れ
に
や
や
先
ん
ず
る
と
思
は

れ
る
。
か
く
み
る
と
、
『
大
學
』
が
『
秦
誓
』
を
採
用
し
、
比
類
を
み
な

い
長
文
を
引
き
、
き
は
め
て
親
近
性
を
示
し
て
ゐ
る
理
由
も
ま
た
、
こ
こ

か
ら
理
解
で
き
る
で
あ
ら
う
。
『
秦
誓
』
は
も
ち
ろ
ん
、
春
秋
後
期
の
穆

公
の
時
代
に
は
な
く
、
ま
た
『
左
傳
』
の
著
作
年
代(

戰
國
中
期)

に
も
、

存
在
し
え
な
い
か
ら
、
『
左
傳
』
の
穆
公
の
傳
に
も
そ
れ
が
み
え
な
い
の

は
、
き
は
め
て
當
然
で
あ
ら
う
。

以
上
、
松
本
氏
が
「
秦
誓
」
篇
の
成
立
を
か
な
り
短
い
期
間
の
う
ち
に
設
定

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
對
し
板
野
長
八
「
秦
誓
の
作
成
」
（
廣
島
大
學
『
史
學
研
究
』

一
九

154

八
二

後
『
中
国
古
代
社
会
思
想
史
の
研
究
』
研
文
出
版

二
〇
〇
〇
所
收
）
で
は
、
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元
来
、
西
戎
に
霸
と
な
っ
た
だ
け
の
人
が
王
者
の
言
辭
を
爲
す
は
ず
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
左
氏
が
自
か
ら
西
戎
に
霸
た
る
以
上
の
何
物
で
も
な

い
と
斷
じ
た
と
こ
ろ
の
穆
公
に
王
者
の
言
辭
と
し
て
の
秦
誓
の
あ
る
こ
と

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
誓
が
形
か
ら
言

っ
て
も
內
容
か
ら
言
っ
て
も
王
者
の
言
辭
と
な
っ
て
い
る
が
故
に
、
左
氏

は
こ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
史
記
』
が
左
氏
に
よ
り
な
が
ら

し
か
も
こ
れ
を
採
用
し
た
の
は
、
『
史
記
』
の
頃
に
は
秦
誓
が
書
の
一
編マ
マ

と
し
て
定
着
し
て
い
て
、
『
史
記
』
が
孟
子
や
左
氏
の
如
く
書
に
対
し
て

批
判
的
に
な
り
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
私
は
秦
誓
の
告
諭
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
王
者
の
言
辭
と
な
っ
て
い

る
が
故
に
、
そ
れ
が
告
諭
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
秦
誓
は

穆
公
が
告
諭
を
行
な
っ
た
あ
の
劇
的
な
場
面
を
借
り
て
作
爲
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
。
そ
し
て
こ
の
工
作
は
告
諭
を
王
者
の

言
辭
た
ら
し
め
る
た
め
の
工
作
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
穆
公
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
秦
の
權
力
者
を
王
た
ら
し
む
べ
く
行
な
わ
れ
た
工
作
、
す
な

わ
ち
秦
權
力
の
正
當
化
の
た
め
の
工
作
の
一
環
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

故
に
秦
誓
の
作
成
が
何
時
い
か
な
る
事
情
の
下
に
行
わ
れ
た
か
を
知
る
た

め
に
は
、
秦
權
力
の
正
當
化
の
努
力
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を

見
る
必
要
が
あ
る
。

と
述
べ
て
、
「
秦
誓
」
篇
は
「
秦
の
孝
公
が
變
法
を
行
な
っ
た
前
後
に
作
ら
れ

た
」
と
結
論
づ
け
る
。
板
野
氏
も
や
は
り
具
體
的
な
時
期
に
設
定
し
て
す
る
。

そ
し
て
『
左
傳
』
が
「
秦
誓
」
篇
に
言
及
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
松
本
氏

は
「
秦
誓
」
篇
の
成
立
を
『
左
傳
』
成
立
以
後
に
位
置
づ
け
、
板
野
氏
は
「
秦

誓
」
篇
が
王
者
の
言
辭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
左
傳
』
が
こ
れ
を
採
ら
な
か
っ

た
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
史
學
研
究
者
の
お
二
人
は
、
い
ず
れ
も
「
秦
誓
」
篇

を
、
戰
國
秦
が
始
皇
帝
の
統
一
帝
國
へ
と
向
か
う
歷
史
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

實
は
す
で
に
顧
頡
剛
を
中
心
と
す
る
疑
古
派
に
始
ま
る
近
代
の
『
尚
書
』
研

究
も
、
『
尚
書
』
の
最
終
的
な
編
纂
が
秦
漢
時
代
に
行
わ
れ
た
と
す
る
觀
點
か

ら
、
『
尚
書
』
各
篇
に
秦
漢
的
要
素
を
見
出
す
こ
と
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。
特

に
『
尚
書
』
の
最
後
の
篇
が
「
秦
誓
」
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
象
徵
す
る
、

と
見
な
す
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
「
秦
誓
」
篇
の
「
秦
」
を
「
秦
國
」
だ
と
見

な
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

八

「
秦
誓
」
篇
の
「
秦
」
・
「
誓
」
と
は
何
か

さ
て
『
尚
書
』
に
は
「
誓
」
と
名
付
け
ら
れ
た
篇
と
し
て
、
「
湯
誓
」
・
「
甘

誓
」
・
「
牧
誓
」
・
「
費
誓
」
・
「
秦
誓
」
、
そ
し
て
僞
「
泰
誓
（
大
誓
）
」
三
篇
が
有

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
人
名
を
冠
し
た
の
は
「
湯
誓
」
の
み
で
、「
甘
誓
」
・
「
牧

誓
」
・
「
費
誓
」
の
三
篇
は
地
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
に
、
や
は
り
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
僞
「
泰
誓
（
大
い
な
る
誓
）
」
を
除
く
と
、「
秦

誓
」
の
み
が
國
名
を
冠
し
た
も
の
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
が
異
質
に
な
っ
て
し
ま

う
。
も
し
も
秦
穆
公
の
誓
で
あ
る
な
ら
、
「
穆
誓
」
と
す
る
の
が
自
然
で
は
あ

る
ま
い
か
〔
⑦

〕
。
そ
う
い
う
點
か
ら
で
も
あ
ろ
う
、
既
述
の
よ
う
に
中
南
は

「
秦
」
を
地
名
、
し
か
も
魯
の
地
名
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
確
か
に
魯
に
「
秦
」
地
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
莊
公
三
十
一

年
經
「
秋
、
築
臺
于
秦
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
杜
預
は
「
東
平
范
縣
西
北
有
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秦
亭
」
と
注
し
て
お
り
、
何
休
注
は
「
秦
」
に
言
及
し
な
い
が
、
范
甯
『
穀
梁

傳
』
注
も
「
秦
、
魯
地
」
と
述
べ
て
、
異
論
は
無
い
。

○

次
に
「
誓
」
で
あ
る
が
、
す
で
に
馬
融
（
「
甘
誓
」
疏
所
引
）
が
「
軍
旅
を
誓

と
曰
ひ
、
會
同
を
誥
と
曰
ふ
」
と
指
摘
し
、
前
揭
の
通
り
中
南
が
「
凡
そ
《
書
》

の
載
す
る
所
の
〈
誓
〉
は
、
皆
な
軍
に
臨
み
て
衆
に
誓
ふ
の
辭
、
然
ら
ず
し
て

〈
誓
〉
」
と
稱
す
る
者
は
、
是
れ
無
き
者
な
り
」
と
說
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
誓
」
と
は
戰
爭
に
臨
ん
で
軍
隊
に
戒
め
を
告
げ
る
意
で
あ
っ
て
、
悔
恨
の
辭

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
「
秦
誓
」
篇
に
は
他
の
篇
と
は
異
な
る
點
が
多
い
の
も
ま
た
事
實
で
あ

る
。
そ
こ
で
先
ず
短
文
の
「
甘
誓
」
篇
を
標
本
に
し
て
、
「
誓｣

篇
の
形
式
・

內
容
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

「
甘
誓
」
篇
は
冒
頭
で
「
大
い
に
甘
に
戰
は
ん
と
し
、
乃
ち
六
卿
を
召
す
」

と
あ
っ
て
、
甘
の
地
名
ａ
を
明
言
し
、
次
い
で
「
王
曰
は
く
、
嗟
、
六
事
の

あ
あ

人
よ
。
予

汝
に
誓
告
せ
ん
」
と
あ
り
、
王
ｂ
（
こ
の
場
合
は
禹
の
子
の
啓
）
の

わ
れ

誓
告
を
記
述
す
る
。
續
け
て
「
有
扈
氏

五
行
を
烕
侮
し
、
三
正
を
怠
棄
す
。

べ
つ
ぶ

天

用
て
其
の
命
を
勦
絕
す
。
今

予

惟
ち
天
の
罰
を
恭
行
す
」
と
あ
っ
て
、

せ
う
ぜ
つ

わ
れ

す
な
は

王
が
有
扈
氏
を
伐
つ
の
は
天
ｃ
の
罰
を
恭
行
す
る
た
め
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち

「
誓
」
と
は
天
に
誓
う
こ
と
意
味
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
命
を
用
ひ
ざ
る
も

の
は
社
に
戮
せ
ん
。
予
は
則
ち
汝
を
孥
戮
せ
ん
」
と
い
う
王
の
言
葉
で
締
め
く

く
る
。
命
令
違
反
者
へ
の
處
罰
「
戮
」
ｄ
で
あ
る
。

大
戰
于
甘
ａ
、
乃
召
六
卿
。
王
ｂ
曰
、
「
嗟
、
六
事
之
人
。
予
誓
告
汝
。
有
扈
氏
威

(

烕)

侮
五
行
、
怠
棄
三
正
。
天
用
勦
絕
其
命
。
今
予
惟
恭
行
天
ｃ
之
罰
。
左
不
攻

于
左
、
汝
不
恭
命
。
右
不
攻
于
右
、
汝
不
恭
命
。
御
非
其
馬
之
正
、
汝
不
恭
命
。

用
命
賞
于
祖
、
弗
用
命
戮
ｄ
于
社
。
予
則
孥
戮
ｄ
汝
」
。

次
に
「
湯
誓
」
篇
で
は
、
地
名
の
記
述
は
無
く
、
「
王
曰
、
格
、
爾
衆
庶
、

悉
聽
朕
言
。
非
台
小
子
敢
行
稱
亂
。
有
夏
多
罪
、
天
命
殛
之
」
と
あ
り
、
王
ｂ

が
有
夏
に
天
ｃ
の
罰
を
致
す
の
で
あ
り
、
こ
の
誓
言
に
從
わ
な
け
れ
ば
「
予
は

則
ち
汝
を
孥
戮
ｄ
し
て
、
赦
す
攸

有
る
罔
け
ん
」
と
締
め
く
く
る
こ
と
、
「
甘

と
こ
ろ

な

誓
」
篇
と
同
樣
で
あ
る
。

次
に
「
牧
誓
」
篇
。
「
周
書
」
中
に
收
め
ら
れ
た
「
牧
誓
」
篇
の
成
立
が
、

或
い
は
一
番
早
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
こ
こ
で
は
「
時こ

れ
甲
子
昧
爽
、
王
ｂ

商
の
郊･

牧･

野
に
朝
至
し
、
乃
ち
誓
ふ
」
と
あ
っ
て
、

先
ず
地
名
ａ
「
牧
」
を
明
言
す
る
。
そ
し
て
上
揭
二
篇
に
は
無
い
「
甲
子
」
と

い
う
日
付
ｅ
と
、
「
古
人
有
言
曰
」
ｆ
と
い
う
引
用
が
見
え
る
が
、
以
下
は
同

樣
に
、
「
今

予

發
、
惟
れ
天
ｃ
の
罰
を
恭
行
す
」
す
る
が
、
「
爾

所
し
勖
め

わ
れ

は
つ

な
ん
ぢ
も

つ
と

ざ
れ
ば
、
其
に
爾
の
躬
に
戮
ｄ
有
ら
ん
と
す
」
と
締
め
く
く
る
。

ま
さ

次
い
で
「
費
誓
」
篇
で
は
、
冒
頭
に
「
公
曰
く
、
嗟
、
人
よ
、
嘩
す
る
無

あ
あ

ひ
と

く
わ

な
か

れ
、
命
を
聽
け
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
前
の
三
篇
と
は
異
な
り
王
ｂ
で
は

め
い

き

な
く
「
公
」
Ｂ
で
あ
る
。
そ
し
て
地
名
「
費
」
は
本
文
中
に
は
見
え
な
い
。
し

か
し
「
甲
戌
」
と
い
う
日
付
ｅ
が
有
り
、
「
汝
則
有
常
刑
ｄ
」
が
三
度
繰
り
返

さ
れ
、
最
後
は
「
汝
則
有
大
刑
ｄ
」
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
た
だ
「
天
ｃ
の
罰

を
恭
行
す
」
る
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
王
」
と
「
公
」
と
の

違
い
に
由
來
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
し
て
最
後
の
「
秦
誓
」
篇
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
公
Ｂ
曰
、
嗟
、
我
士
、

聽
、
無
嘩
。
予
誓
告
汝
羣
言
之
首
」
は
「
費
誓
」
篇
に
共
通
す
る
し
、
地
名
「
秦
」

が
本
文
中
に
は
見
え
な
い
こ
と
も
「
費
誓
」
篇
と
同
樣
で
あ
る
。
た
だ
「
牧
誓
」

篇
に
だ
け
見
え
た
「
古
人
有
言
曰
」
ｆ
と
い
う
引
用
が
有
る
。
し
か
し
ｃ
も
ｄ
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も
見
え
ず
、「
費
誓
」
篇
に
共
通
す
る
點
も
有
る
が
、「
秦
誓
」
篇
は
他
の
「
誓
」

篇
と
は
か
な
り
異
質
で
あ
る
。

甘
誓

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

湯
誓

ｂ

ｃ

ｄ

牧
誓

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

費
誓

(

ａ)

Ｂ

ｄ

ｅ

秦
誓

(

ａ)

Ｂ

ｆ

九

再
び
中
南
の
秦
誓
觀

最
後
に
今
い
ち
ど
中
南
の
「
秦
誓
」
篇
の
見
方
を
述
べ
よ
う
。

『
詩
』
の
「
泮
水
」
篇･

「
閟
宮
」
篇
、
『
書
』
の
「
費
誓
」
篇
、
そ
し

て
「
秦
誓
」
篇
は
、
い
ず
れ
も
周
公
の
孫
に
し
て
伯
禽
の
子
で
あ
る
魯

ま
ご

の
武
公
の
功
績
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
秦
」
と
は
魯
國
の

地
名
で
あ
り
、
武
公
が
出
陣
に
際
し
て
軍
に
誓
っ
た
辭
で
あ
る
。
秦
穆
公

の
悔
恨
の
辭
と
見
な
す
の
は
、
漢
儒
・
僞
「
書
序
」
の
妄
說
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ま
で
筆
者
は
中
南
の
立
場
に
立
っ
て
通
說
へ
の
疑
問
を
呈
し
て
き
た
。

そ
の
疑
問
に
は
首
肯
で
き
る
も
の
が
多
い
と
愚
考
す
る
。
し
か
ら
ば
中
南
が
秦

穆
公
で
は
な
く
、
魯
武
公
の
誓
言
と
見
な
す
の
は
、
客
觀
的
に
見
て
（
も
と
よ

り
筆
者
の
主
觀
で
も
あ
る
が
）
、
果
た
し
て
妥
當
で
あ
ろ
う
か
。

繰
り
返
す
が
、
中
南
の
出
發
點
に
し
て
同
時
に
そ
の
據
り
所
は
、
『
左
傳
』

が
「
秦
誓
」
篇
に
言
及
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
『
禮
記
』
明
堂
位
の
「
魯
公
之

廟
、
文
世
室
也
。
武
公
之
廟
、
武
世
室
也
」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
左
傳
』

に
も
「
武
宮
」
卽
ち
武
公
の
不
毀
廟
の
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
筆
者
竊
か
に
思
う
に
、
中
南
說
の
最
大
の
弱
點
は
、
武
公
の
事
績
を

傳
え
る
文
獻
が
無
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
武
公

淮
夷
を
伐
ち
、
徐
戎
を
征
し
、

以
て
魯
國
を
經
營
す
」
と
中
南
が
述
べ
る
の
は
、
「
泮
水
」･

「
閟
宮
」
・
「
費

誓
」
篇
を
武
公
の
事
績
と
見
な
し
た
う
え
で
の
發
言
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
「
泮
水
」･

「
閟
宮
」
・
「
費
誓
」
三
篇
の
檢
討
が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
も
は
や
紙
幅
を
大
幅
に
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
次
な
る
論
考
を

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注①
○
『
平
賀
中
南
『
春
秋
集
箋
』
』
翻
刻
・
解
題
（
研
文
出
版

二
〇
一
七
）

○
「
平
賀
中
南
『
春
秋
稽
古
』
初
探
」
（
『
二
松
』

集

二
〇
一
七
）

31

○
「
平
賀
中
南
『
春
秋
稽
古
』
所
引
日
本
人
學
者
の
說
に
つ
い
て
」
（
『
二
松
學
舍
創

立
百
四
十
周
年
記
念
論
文
集
』

二
〇
一
七
）

○
「
平
賀
中
南
『
春
秋
稽
古
』
考
（
『
東
方
學
』

輯

二
〇
二
〇
）

140

○
「
平
賀
中
南
『
春
秋
稽
古
』
續
考
」
（
『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

集

二
〇
二
〇
）

50

②

箋
曰
、
紀
武
功
示
子
孫
、
故
稱
「
武
宮
」
、
與
「
武
軍
」
之
「
武
」
同
。
安
井
衡
曰
、

傳
云
「
聽
於
人
以
救
其
難
、
不
可
以
立
武
。
立
武
由
己
、
非
由
人
也
」
、
則
「
武
宮
」

謂
由
武
功
而
作
宮
、
非
立
武
公
之
宮
也
。
杜
知
傳
文
不
可
爲
武
公
之
廟
、
故
云
「
築

武
軍
」
。
然
「
武
軍
」
不
當
言
「
宮
」
。
春
秋
之
時
、
稱
「
廟
」
爲
「
宮
」
、
故
又
據
公

羊
傳
、
爲
「
又
作
武
公
宮
」
。
是
以
一
「
武
」
字
、
分
屬
「
武
軍
」
與
「
武
公
」
。
不

知
其
意
從
左
傳
乎
、
抑
從
公
羊
傳
乎
。
今
案
、
「
宮
」
謂
周
圍
牆
。
論
語
「
夫
子
之
牆
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數
仞
」
是
也
。
因
總
其
中
所
有
、
名
之
曰
「
宮
」
。
季
文
子
欲
顯
鞌
功
、
別
作
堂
宇
於

城
外
、
築
圍
牆
以
周
之
、
名
曰
「
武
宮
」
。
猶
漢
作
前
殿
・
後
傳
・
栢
梁
臺
等
、
因
周

圍
而
名
之
曰
「
未
央
宮
」
耳
。
「
廟
」
稱
「
宮
」
、
后
夫
人
所
居
稱
後
宮
、
亦
以
其
有

周
圍
牆
。
故
凡
有
周
圍
牆
者
、
雖
士
大
夫
亦
得
稱
「
宮
」
。
儀
禮
云
「
自
命
士
以
上
、

父
子
異
宮
。
故
有
東
宮
、
有
西
宮
、
有
南
宮
。
有
北
宮
」
。
苟
知
此
義
、
此
經
不
難
釋
。

而
傳
文
迎
刃
而
解
矣
。
（
自
服
虔
泥
「
宮
」
字
、
解
「
武
宮
」
爲
「
武
公
之
廟
」
、
後

儒
皆
從
公
羊
傳
、
而
左
氏
不
可
得
而
通
矣
。

以
上
は
會
箋
が
引
用
し
な
い
も
の
）

③

鞌
之
戰
在
二
年
。
此
武
宮
與
昭
十
五
年
經
之
武
宮
不
同
。
一
爲
魯
武
公
之
廟
、
經

・
傳
之
文
明
白
可
據
。
此
據
下
文
「
立
武
由
己
」
、
不
當
解
爲
武
公
之
廟
、
當
爲
表
示

武
功
之
紀
念
建
築
。
章
炳
麟
春
秋
左
氏
疑
義
答
問
四
謂
在
魯
公
所
處
之
宮
外
、
設
兵

欄
、
如
司
馬
門
、
並
有
守
衞
屯
兵
。
蓋
揣
測
之
辭
。
韓
非
子
外
儲
說
左
上
云
「
宋
王

與
齊
仇
也
、
築
武
宮
」
、
與
此
武
宮
意
義
相
同
。
公
羊
傳
釋
爲
「
武
公
之
宮
」
、
固
不

可
信
（
于
鬯
香
草
校
書
有
說
、
可
以
參
看
）
、
卽
杜
注
以
宣
十
二
年
之
武
軍
釋
之
、
亦

未
必
然
。
宣
十
二
年
邲
之
戰
後
、
潘
黨
請
楚
莊
築
武
軍
、
乃
戰
後
收
埋
敵
人
尸
首
。

而
季
孫
行
父
築
武
宮
、
則
在
戰
後
四
年
、
自
非
收
埋
牧
埋
敵
尸
。
且
武
軍
築
於
戰
場
、

此
武
宮
則
可
能
建
於
魯
國
國
內
。

④

魯
公
伯
禽
卒
、
子
考
公
酋
立
。
考
公
四
年
卒
、
立
弟
熙
、
是
謂
煬
公
。
煬
公
築
茅

闕
門
。
六
年
卒
、
子
幽
公
宰
立
。
幽
公
十
四
年
。
幽
公
弟
㵒
殺
幽
公
而
自
立
、
是
爲

魏
公
。
魏
公
五
十
年
卒
、
子
厲
公
擢
立
。
厲
公
三
十
七
年
卒
、
魯
人
立
其
弟
具
、
是

爲
獻
公
。
獻
公
三
十
二
年
卒
、
子
眞
公
濞
立
。
眞
公
十
四
年
、
周
厲
王
無
道
、
出
奔

彘
、
共
和
行
政
。
二
十
九
年
、
周
宣
王
卽
位
。
三
十
年
、
眞
公
卒
、
弟
敖
立
、
是
爲

武
公
。
武
公
九
年
春
、
武
公
與
長
子
括
、
少
子
戲
、
西
朝
周
宣
王
。
宣
王
愛
戲
、
欲

立
戲
爲
魯
太
子
。
周
之
樊
仲
山
父
諫
宣
王
曰
「
廢
長
立
少
、
不
順
。
不
順
、
必
犯
王

命
。
犯
王
命
、
必
誅
之
。
故
出
令
不
可
不
順
也
。
令
之
不
行
、
政
之
不
立
。
行
而
不

順
、
民
將
弃
上
。
夫
下
事
上
、
少
事
長
、
所
以
爲
順
。
今
天
子
建
諸
侯
、
立
其
少
、

是
教
民
逆
也
。
若
魯
從
之
、
諸
侯
效
之
、
王
命
將
有
所
壅
。
若
弗
從
而
誅
之
、
是
自

誅
王
命
也
。
誅
之
亦
失
、
不
誅
亦
失
、
王
其
圖
之
」
。
宣
王
弗
聽
、
卒
立
戲
爲
魯
太
子
。

夏
、
武
公
歸
而
卒
、
戲
立
、
是
爲
懿
公
。

⑤

『
會
箋
』
が
基
づ
い
た
卷
子
本
で
は
、「
不
替
孟
明
」
の
下
に
一
「
曰
」
字
が
有
り
、

『
會
箋
』
は
こ
の
一
句
を
『
左
傳
』
の
記
事
の
詞
と
見
な
し
て
お
り
、
既
に
王
引
之

『
經
義
述
聞
』
に
こ
の
指
摘
が
見
え
る
。
し
か
し
中
南
は
「
傳
注
」
で
、
「
按
不
替
孟

明
以
下
、
非
一
時
之
言
。
必
是
文
公
元
年
之
言
、
誤
錯
重
出
也
」
と
述
べ
る
。〔11-21a

〕

注
⑥
を
も
參
照
。

⑥

中
南
は
「
傳
注
」
で
「
此
蓋
與
僖
三
十
三
年
一
時
之
言
。
彼
不
替
孟
明
、
卽
此
復

使
爲
政
也
。
傳
因
事
分
記
之
、
以
見
穆
公
信
孟
明
特
厚
、
雖
今
復
敗
而
猶
任
之
、
遂

獲
其
功
也
」
と
述
べ
る
。
〔12-04a

〕

⑦

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
甘
誓
」
孔
疏
は
、
以
下
の
よ
う
に
說
明
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
甘
誓
と
牧
誓
と
費
誓
と
は
、
い
ず
れ
も
誓
っ
た
土
地
を
と
っ
て
名

と
し
て
い
る
が
、
湯
誓
は
王
の
号
を
挙
げ
て
お
り
、
と
い
っ
て
泰
誓
の
場
合
は
武

誓
と
い
わ
な
い
わ
け
は
、
い
ず
れ
も
史
官
が
同
一
人
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
名
前

の
附
け
方
に
違
い
が
出
来
た
に
過
ぎ
ぬ
。
泰
誓
は
戦
い
の
前
に
誓
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
ち
が
っ
た
名
前
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
秦
誓
は
後
悔
を
し
て
の
誓
い
で
、

い
く
さ
の
爲
の
誓
い
で
は
な
い
。
み
ず
か
ら
心
を
引
き
締
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

句
に
名
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
〔
吉
川
譯
〕
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